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        序章　裸体の誘惑

        　

        ――女性の胸を見て興奮する私はおかしいのだろうか。

        女の身でありながら女湯に入るのはためらわれる。見られるのが恥ずかしいし、ほかの女性の体はむやみやたらに見てはいけないもののような気がするからだ。

        　

        「高藤さんって……女たらしですよね」

        高藤渚たかとうなぎさは後輩のその一言に、一瞬だけ眉をひそめた。

        たかみねデンタルクリニックの控室――六畳敷の小さな部屋――には歯科衛生士の渚と、それから新人歯科助手の柚木心愛ゆずきここあのふたりだけだった。

        正規雇用されているのも、ふたりだけ。ほかは皆パートでそれぞれ家庭があるため、診療時間が終われば早々に帰ってしまう。

        渚は畳の上で白いナース服のボタンに手をかけてあいまいに笑い、心愛に向かって「どういうこと？」と言葉を返した。

        「だって、だれにでも優しくして……思わせぶりじゃないですか」

        「そんなこと、ないと思うけどな。だいたい、私も女なんだよ？　それなのに『女たらし』って、おかしくない？　ほら、早く着替えて帰ろう」

        「でも高藤さん、女性を特別扱いしてますよね」

        「え――」

        渚の、ナース服のボタンを外す手が止まる。

        （そんなつもり、ないんだけど……）

        しかしどうしてか、はっきりと否定することができなかった。

        「女性の患者さんには、とくに優しい」

        「べ、べつに、そんな……」

        「女性を意識してないんなら、私の裸を見てもなにも感じないですよね」

        心愛は畳の上を音もなく歩き、部屋の角にいた渚のすぐそばに立った。

        渚とそろいのナース服を脱いで、下着までもすべて脱いで丸裸になってしまう。

        渚はぎょっとして、彼女から目を逸らした。

        「なっ、なにしてるの？　早く服を着て」

        畳の縁を見ながら言う。彼女を視界に入れてはいけないと思った。

        「イヤです。高藤さん……私を見て」

        視線を塞ぐように心愛が詰め寄ってくる。

        いやがうえにも、彼女の形のよい乳房が目に入った。

        こんなにも間近で他人の乳房を見たことはいままでに一度もない。

        渚はゴクッ、と喉を鳴らした。

        


        　

        　

    

    
        第一章　はじめての後輩

        　

        たかみねデンタルクリニックに歯科衛生士として就職したのは、いまから四年前のことだ。

        高校を卒業して、それから三年制の短期大学に通い、二十一歳のときに自宅からほど近いこのクリニックの求人に応募し、即採用となった。

        職場のクリニックまでは自宅から徒歩三分なので、楽に通勤できる。

        朝陽が昇ってまだ間もないころ、渚はデンタルクリニックの裏口の鍵を開けながら「そういえば」と、あることを思い出す。

        （今日から新人さんがくるんだっけ）

        パートで歯科助手をしていた女性が、ご主人の転勤でクリニックを辞めることになった。この機会に、と院長の鷹峰由紀子たかみねゆきこは正規雇用の歯科助手をクリニックに入れることにしたらしい。

        新人の歯科助手は高校を卒業したばかりだそうなので、まだ十八歳かそこらだろう。

        （七つも年下なのか……）

        そんな若い子とうまくやっていけるだろうか、と少し不安になったが、考えたところではじまらない。

        渚なぎさは診療機器のスイッチを入れたり、湯を沸かしたりと仕事を着々とこなして診療の準備をする。

        あらかたの準備が整ったところで院長の由紀子が出勤してくる。

        「渚ちゃん、今日から新人がくるから、指導よろしくね」

        「はい、がんばります」

        「新人の子が仕事に慣れたら、早番はその子と交代でしてもらっていいから。そうしたら渚ちゃんも、一日おきだけど少しは朝がゆっくりできるでしょ」

        「そうですね！　ありがとうございます」

        渚が表情を明るくすると由紀子は目もとにしわを作ってほがらかに笑い、院長室へ入っていった。

        渚はじつはこのデンタルクリニックではいちばんの古株である。四年前、院長の由紀子が三十八歳のときにこのクリニックを開業してすぐ渚は働きはじめた。

        短期大学を卒業したばかりでなにもわからなかった渚は、由紀子が前のクリニックで一緒に働いていた歯科衛生士の女性に懇切丁寧に指導してもらった。先輩の歯科衛生士は三ヶ月前に結婚退職してしまったので、いまは渚がこのクリニックではベテランの部類なのである。

        正規雇用されているのは自分だけになってしまったから、三ヶ月前からずっと早番が続いている。

        （早起きはべつに苦じゃないけど）

        正規雇用の新人が早朝業務を覚えてくれれば、以前のように一日おきに朝寝坊ができる。そう思うと、新人指導にも身が入るというものだ。

        由紀子が出勤したあとはパートタイムの衛生士や助手が続々と、クリニックにやってくる。全員がそろったところでミーティングだ。そこには新人の姿もあった。

        「柚木心愛ここあです。よろしくお願いします」

        そう言って心愛は深々と頭を下げた。従業員たちが口々に「よろしくお願いします」と返す。

        （心愛ここあ……って、なんだかすごく現代的な名前）

        心愛は華奢だった。長い黒髪をうしろでひとまとめにしているのだが、小柄だからかよけいに髪の毛の長さが目立つ。

        瞳は大きく、くっきりとしたふたえまぶた。化粧はそれほど濃くないと思うのだが、日本人にしては彫りが深いせいか、派手で華やかな顔という印象を受ける。

        （さすが、ぴっちぴちの十八歳……肌つやがいい）

        薔薇色ばらいろの頬はなめらかで張りのある。ふっくらとしてみずみずしい桜色の唇は紅を差していなくてもつややかだ。

        （――って、そんなこと考える場合じゃない。ちゃんと挨拶しなくちゃ）

        渚は一歩前へと進み出た。

        「柚木さん。私、高藤渚といいます。私はフルタイムでクリニックにいるので、わからないことがあったら小さなことでも遠慮なく、なんでも聞いてください。よろしくお願いします」

        不安げだった心愛の顔がパッと晴れる。屈託のない笑顔で「よろしくお願いします」と言われればさっそく「ああ、かわいい後輩だな」と思えてくる。

        （考えてみたら、はじめての後輩だ）

        パートタイムの衛生士や助手はみんな歯科医療経験者でしかも年上だ。だから、自分よりも年下で、なんの経験もない新人を迎えるのはこれがはじめてだ。

        渚は自分が新人だったころを思い出しながら心愛を指導した。

        心愛は素直で真面目な子だった。渚の言うことを小さなノートにメモしながら、着実に業務を覚えていった。

        心愛がクリニックにやってきて一ヶ月が経つころには、早朝業務を任せられるようになっていた。

        （柚木さん、覚えが早くて助かる）

        自分が新人だったころよりも、業務を覚えるのが早いのではないかと思う。

        素直で真面目なだけでなく人懐っこいので、心愛はすぐにみんなと打ち解けた。

        渚は彼女の指導係ということもあり、とくに仲良くなった。

        仕事中、心愛とはたびたび目が合う。じいっと見られていることもあったが、それは彼女が一所懸命、業務を覚えようとしているからだと――このときは思っていた。

        心愛がクリニックにやってきて三ヶ月が経ったある日のこと。

        一日の診療を終え、従業員の控室には渚と心愛のふたりだけが残っていた。

        診療の後片付けは終わったので、あとは着替えてクリニックを施錠して帰るのみだ。

        このデンタルクリニックにはロッカールームが存在しない。従業員の控室には畳が敷かれており、そこでみんな着替えや昼休憩をする。

        六畳ほどの狭い部屋だが従業員の数はそう多くないし、畳敷にも慣れれば過ごしやすい。

        「高藤さんって……女たらしですよね」

        ナース服から私服へ着替えようとしていた渚は、心愛から思わぬ言葉を掛けられて両手を止めた。

        （お、女たらし……？）

        心愛の言葉がいったいだれに向けられたものなのか、ここにはいまふたりだけしかいないし、そもそも「高藤さん」と名前を呼ばれたので間違いなく自分のことなのだが、あまりにも意外なことを言われたので渚は一瞬、眉をひそめた。

        「どういうこと？」

        苦笑してそう言葉を返すと、心愛は「だって、だれにでも優しくして思わせぶりじゃないですか」などと言うではないか。

        心愛はいつになく真剣な顔つきをしていた。ほほえんでいることが多い彼女だから、冗談でそんなことを言っているのではないとわかる。

        「そんなこと、ないと思うけどな。だいたい、私も女なんだよ？　それなのに『女たらし』って、おかしくない？　ほら、早く着替えて帰ろう」

        渚は心愛に背を向けて着替えを済ませようとした。

        「でも高藤さん、女性を特別扱いしてますよね」

        「え――」

        着替えどころではなくなってしまった。

        （私が、女性を特別扱いしてる……？）

        そんなつもりはまったくないのだが、心愛にはどうしてかそういうふうに見えるらしい。

        「女性の患者さんには、とくに優しい」

        「べ、べつに、そんな……」

        はっきりと否定できないのは、心の奥底では自分自身もそれを認めているからではないかと、心愛の考えに流されてしまいそうになる。

        （そんなこと、ない）

        渚は自身を否定するように小さく首を横に振った。

        「女性を意識してないんなら、私の裸を見てもなにも感じないですよね」

        控室の入り口のあたりにいた心愛が、ひたひたと畳の上を歩いて、すぐそばまでやってくる。

        彼女はいったいどうしてしまったのだろう。

        思いつめたような顔をして、ナース服を脱ぎはじめてしまった。

        「ちょ、ちょっと……柚木さん？」

        渚が呼びかけても、心愛はナース服を脱ぐのをやめない。胸もとのボタンをひとつずつ外して、半袖の白衣を肩から落とす。ワンピースタイプのナース服はそれだけですべて脱げてしまう。

        心愛はキャミソールの裾をつかんでバサリと頭から脱いだ。淡いピンク色のフリルレースの下着も、惜しげもなく脱いで肌をさらしていく。

        彼女が丸裸になるまではあっという間だった。

        渚は心愛を見ていられなくなってふいっと顔をそむける。

        「なっ、なにしてるの？　早く服を着て」

        ――見てはいけない、絶対に。

        自分にそう言い聞かせて、渚は畳の縁ばかりを見つめる。

        「イヤです。高藤さん……私を見て」

        心愛はさらに距離を詰めてくる。

        視界に無理やり入り込んでくるものだから、彼女の乳房を間近で見てしまった。

        渚は心臓と脚の付け根がドクッと跳ねるのを感じた。

        （きれいな胸……）

        さほど大きくはないものの、小柄な心愛にはちょうどよい。柔らかそうなそれは先端が鮮やかな薄桃色だった。乳房に対して乳輪は大きすぎず小さすぎず、バランスがよい。

        自分の喉がゴクッと鳴ったことで渚は我に返り、ギュッと目をつむった。

        「いくら女同士でも、そんなに堂々と見せつけてくるのってどうかと思うよ。だから、早く服を――」

        渚の言葉をさえぎるようにして心愛は言う。

        「高藤さん、男性との経験はありますか」

        閉じていた目をつい開けてしまい、ふたたび心愛の乳房をまじまじと見てしまう。渚はあわてて壁のほうを向いて、なにもかもを自分の視界から排除した。

        「なに？　いきなり……」

        「どうなんですか？　男性とエッチしたこと、ありますか」

        「あ、あるよ……一応」

        告白されて何人かの男性と付き合ったことがある。でもどうしてか長続きせず、一度セックスをしてそのあとは自然消滅するか、三ヶ月も経てば別れているということが多かった。

        「男性とエッチして、気持ちよかったですか？」

        「えっ？」

        渚は壁のほうを向いたまま考え込む。

        （そういえば……あんまり濡れなくて、苦労したな）

        いっこうに下半身が潤みを帯びてくれないので、ローションを使ってなんとかセックスしていたということを思い出した。

        しかし、それを素直に心愛に言うのは抵抗があった。

        よからぬ方向に流されてしまうような気がする。

        「まぁ、それなりに。ねえ、悪ふざけはそのくらいにして、もう本当に帰ろうよ。明日は柚木さんが早番だよ？」

        もうすぐ夜の八時だ。陽はすっかり落ちて、外は真っ暗だった。

        「ふざけてなんか、いません」

        涙ぐんでいるような声だったので、渚は驚いて顔だけをうしろに向けて彼女を振り返った。

        心愛は切なそうに瞳を潤ませていた。これでは、なんだか彼女に悪いことをしているような気になる。

        「私……もう、ガマンできないんです」

        心愛は両手を広げて渚に抱きついた。形のよい美乳が渚のナース服の背に当たってつぶれる。

        渚はその場に立ち尽くした。バニラのような甘い香りが漂ってきた。心愛の髪の毛か、あるいは体から香っているのだろう。

        理由はどうであれ彼女を泣かせてしまったのだ。無理に振り払えばよけいに心愛は泣いてしまうに違いない。

        渚はドキドキと胸を鳴らしながら、

        「ゆ、柚木さん……っ！　は、離れて」

        やっとの思いでそう言った。しかし、心愛は首を横に振るばかりで離れてくれない。

        「男性とエッチして、『それなり』だったって……本当ですか？」

        渚はギクリとして体をこわばらせる。

        心愛はそんな渚の反応に気がついたのか、潤んだ瞳をすうっと細めた。

        「女同士のほうが、イイかもしれませんよ。……試してみませんか？」

        おなかのあたりにまわっていた華奢な腕が胸のところまで這い上がってきて、ナース服のボタンをプチプチと外していく。

        「なっ……なに、言って……」

        どうしてか両手が動かない。ナース服のボタンが外されていくのを、見ていることしかできなかった。

        （なんで？　私……抵抗しないの）

        心愛の顔は見えないが、彼女はきっともう泣いていない。この細く白い手を払いのけるのなんて、簡単なことだ。

        渚のナース服のボタンを外した心愛は手探りでブラジャーの下端をつまみ、強引にめくり上げた。キャミソールなどの肌着は身につけていなかった。

        「あっ……！」

        あらわになってしまった胸を両手で隠す前に心愛にわしづかみにされてしまう。

        「わぁ……。高藤さん、おっぱいおおきぃ」

        「ぁ、っ……や、もまな、いで」

        心愛の小さな両手に、渚の豊満な乳房がぐにゃぐにゃと揉みしだかれて、さまざまに形を変える。

        「や、です……。だって、すごく柔らかい」

        心愛は「はぁ、はぁっ」と息遣いを荒くしながら渚の胸を激しく揺さぶる。

        「どうですか？　気持ちよくないですか？」

        「気持ち、よくなんて……っ」

        とっさにそう答えてしまったものの、心からの言葉ではなかった。

        「揉んでるだけじゃ、だめ？　じゃあ、ちくび……」

        彼女の両手が、胸のいただきを探るような動きをしはじめる。薄桃色の先端を、たやすくとらえられる。

        心愛は渚の屹立をそれぞれ二本の指でつまみ上げた。

        「ちくび、もうこんなに硬い。これって、私がさわる前から感じてたってことじゃないんですか？」

        「……ッ」

        体は正直だ。敏感ないただきに触れられる前――乳房を揉みまわされただけで、気持ちがよくなってしまっていた。

        （そんなの……認めたくない）

        無言で首を横に振ったが、心愛はそれに気がつかない。指でつまみ上げた乳頭をクニクニと躍らせる。

        「ん、ふぅっ」

        「高藤さんっ……。えっちな声、いっぱい聞きたいです」

        渚はバッと勢いよく口もとを押さえた。そんな声が漏れ出ていたことをいまやっと自覚した。

        （やだ、恥ずかしい……！）

        もともと赤みを帯びていた渚の頬がいっきに朱色に変わる。羞恥心が込み上げてくる。

        「恥ずかしいんですか……？　耳まで真っ赤」

        指摘されればよけいに恥ずかしくなって、いたたまれない。

        「そんなことない」と否定したところで、恥ずかしがっているのは一目瞭然だ。

        渚はなにも言えずにうつむく。

        心愛の指の動きが小刻みになる。小さなスパンで薄桃色の棘を揺さぶられる。

        「こんなふうに小さく揺らすと、私だったら気持ちよくてたまらないです。……高藤さんは、どうですか」

        「んん……っ」

        口もとを手で押さえていても、嬌声が漏れ出てしまうほど気持ちがよかった。

        （でも、そんなこと……言えないっ）

        七つも年下の後輩で、まして女の子にそんなことをされて気持ちがよくなっているなんて、情けなさすぎる。

        渚がなにも答えずとも、心愛は次々と責め立ててくる。

        「じゃあ、引っ張るのはどうですか？」

        そうして強く乳頭を引っ張り上げられ、渚はつい「あぁっ！」と大声を出してしまった。

        「ごめんなさい、痛かった？」

        ――違う。快感が強すぎたせい。

        胸の飾りをキュッ、キュッとリズミカルに天井へ向かって引っ張られる。柔らかな指先にそうされると、痛みはまったく感じず、快さばかりがほとばしる。

        「あ、なんか……さっきよりも硬くなった」

        心愛がぽつりとつぶやく。渚は唇を引き結ぶ。

        「これって……ちくびを引っ張られて、気持ちいいってことですよね？」

        わざわざ念を押すのはやめてほしい。彼女は本当にそれを確かめようとしているのではなく、言葉で責めたいだけなのではないかとすら思えてくる。

        「も……やめて。お願い、だから」

        渚は切れ切れにそう言った。心愛の指先がひっきりなしに乳頭を刺激してくるので、そんなふうにしか言葉をつむげなかった。

        「どうしてですか……？　気持ちいいんでしょ？」

        「……っ、そういう、ことじゃ……なくてっ」

        「どういうことか、わかりません。私は、高藤さんがもっとよがるところを見たい――」

        心愛の片手が乳首を手放し、ナース服をたどりながらするすると下降していく。スカートの裾をつまみ、じりじりと持ち上げる。

        「やっ、やめて」

        スカートをめくり上げられ、白いショーツが丸見えになってしまった。

        心愛は渚の脚の付け根に右手を忍ばせる。

        「だめ、だってば……！」

        そこに触れられてはいけない。なぜならそこは――。

        「あ、濡れてる……」

        嬉しそうな心愛とは対照的に、渚は目の前が真っ暗になったと錯覚するほど愕然とした。

        渚は口だけでなく顔全体を両手で覆い隠した。

        ショーツの外にまで染み出すほど、愛液を垂らしてしまっている自分自身に恥じ入る。

        「高藤さん、濡れやすいんですか？　……男の人とシたときも、こんなに濡れた？」

        どうしてそう、痛いところをついてくるのだろう。

        （こんなに濡れてるの、はじめて……）

        ひとりでするときだって、これほどまで潤みを帯びたことはない。

        「女同士って、案外イイでしょ……？」

        心愛がたたみかけてくる。首を縦に振ってしまいそうになる自分に驚く。

        （だめ……こんなの、おかしい……！　おかしい、のに）

        ――どうして期待しているの？

        心愛の指先がショーツの端を持ち上げて、なかの敏感なところをいじるのを待っている。

        渚はぶんぶんと大きく首を横に振る。

        （だめ、だめっ……！）

        濡れそぼったショーツの上を、じれったい動きで心愛の指が円を描く。まるで「じかにさわって」と言うのを待っているようだった。

        彼女の誘惑に乗ってはいけない。きっと取り返しがつかなくなる。漠然とそう思った。

        「どんどん湿ってきてます……高藤さんのココ」

        「そっ、そん、な――」

        そんなはずない。そんなこと言わないで。

        渚は涙目になって「もうやめて」とつぶやく。

        「……やめられるわけ、ないじゃないですか。ここでやめるほうが、高藤さんだってつらいでしょ？」

        ショーツの端から、心愛の細い指がなかへと滑り込む。

        「あっ」

        渚の体が大きく跳ね上がる。

        「だめっ、やめて」

        「それ……本心ですか？」

        彼女にはなにもかも見透かされている。それでも、渚は「やめて」と口にした。

        「痛くなんてしませんから……」

        痛くされるかも、なんて理由で「やめて」と言っているわけではないのだと、心愛はきっとわかっている。それなのに、そんな――なだめるような、気休めの発言をするのはなんだかずるい。

        「はぁ、すごい……全体がヌルヌルになっちゃってますね」

        「う、ぅっ……」

        「これ、撫でまわしたら……すごく気持ちいいはず」

        心愛の指が愛蜜を絡めながら陰唇を撫でさする。

        「ふぁ、あぁっ！」

        いよいよ嬌声を抑えきれなくなって、渚は口を開けた。喘ぎ声があふれだす。

        「やっ、あぅっ……ん、んぁぁっ」

        「ちっちゃな豆粒も、さわりますよ？」

        「やめっ――ふ、あぁぁああっ！」

        快楽を生む肉粒を、ぬめった指先できゅうっと強くつままれる。

        渚の両足がガクガクと震え、快感を体現する。

        「ココ、すごく敏感になってますね。こすってたら、すぐにイッちゃう？」

        彼女の指が陰核をこすりはじめる。同時に乳頭も指でこねられるものだから、嬌声はとどまるところを知らない。

        「あぁあ、やめっ……ん、はうぅっ！」

        もう、あとわずかでもそこをこすり立てられれば達してしまいそうだった。しかし、心愛は手を引っ込めてしまった。

        「――っ？」

        渚は目尻に涙を溜めてうしろを振り返る。心愛は口の端を上げて、渚のショーツの両端をつかみ、くるぶしのあたりまでずるっといっきに引き下げた。

        「あ……っ」

        これだけ濡らして、淫核をこすり立てられているのだからいまさらだが、それでも秘所をまじまじと見られるのは恥ずかしい。

        心愛は渚がさらに恥ずかしくなるような行動を取る。

        「舐めさせてください。高藤さんの大事なトコロ」

        「えっ……!?」

        心愛は畳の上に膝をつき、渚の股間に入り込む。裸の彼女にそんなふうにして秘めた部分を見上げられると、興奮して膣奥がトクンと疼く。

        「あ、あぁ……」

        恥ずかしい。けれど、見られているだけでも快感を覚える。心愛がこのあとなにをするのか予想して、さらにトクトクと下半身が脈づく。

        「どんどんあふれてきてます……。えっちですね、高藤さん」

        とどめの言葉をさして、心愛は真っ赤な舌をのぞかせた。

        蜜に濡れた陰唇をチロリ、チロリと小さな舌で舐めはじめる。

        「ふゎっ、あ……あぅ、はぁう……っ！」

        彼女の舌が触れるたびに渚はビクビクと全身を揺らした。

        あふれでる喘ぎ声と、小刻みに揺れる体。これでは「気持ちがいい」と叫んでいるようなものだ。

        はしたないと思う。それでも、どちらも自分の意思では止められない。

        心愛の舌がいよいよ花核にせまる。快楽しか生まない豆粒は、舌先でほんの少しつつかれただけでも大きく打ち震える。

        「やぁ、あっ……は、ぁう……んっ……！」

        理性が崩れて、喘ぎもだえるだけのメスになってしまった。快感以外のことを考えられない。

        花芽のまわりを舌でえぐられる。肉粒には触れそうで触れないのがもどかしい。

        渚は無意識に腰を揺らしていた。心愛が嬉しそうに笑む。

        「腰を揺らして……誘ってるんですか？」

        「んっ、んぅ……」

        濡れた陰部のすぐそばでしゃべらないでほしい。彼女の吐息にすら、体はいちいち反応する。

        もう、立っているのがつらい。座り込んでしまいたい。

        「座りますか？」

        タイミングよく心愛が訊いてくるものだから、素直に「うん」と答える。

        「じゃあ……高藤さんのえっちなトコロが私によく見えるように、脚を大きく広げて座ってくださいね」

        「……！」

        渚はへなへなとその場に座り込んだあとで、あらためて心愛を見た。

        心愛は自分が裸なのにもかかわらず堂々としている。渚の目の前で獣のように四つん這いになり、美しい乳房を見せつけるようにして「高藤さん」と急かしてくる。

        渚は目を伏せて、おずおずと脚を開いた。

        開け広げになった秘所を、心愛はうっとりと眺める。好物を目の前にした動物のように心愛は大きく息をしながら身をかがめる。そうして畳の上に這いつくばり、べえっと舌をだして渚の秘芯をつついた。

        「ん、ふぅっ……！」

        きっとお互いに、理性がまともに働いていない。

        秘めるべきところを舐められて歓んでいる自分から目をそむけたくて、渚はぎゅうっと強く目をつむった。

        


        　

        　

    

    
        第二章　海辺の告白

        　

        カシャンッという鋭い金属音が診療室じゅうに響く。

        「あっ――申し訳ございません」

        スケーリングに使う器具、スケーラーを落としてしまった渚は、患者に向かって謝ったあと、「新しいものと取り替えてきますね」と言って診療控室へ向かった。

        「渚ちゃん、大丈夫？」

        「えっ？」

        声を掛けてきたのはパートの歯科衛生士、安坂美奈代やすさかみなよだ。

        「なんだか最近、ちょっとボーッとしてるときがあるから」

        「あ……そ、そうですね、すみません」

        「責めてるんじゃないのよ。心配してるのよ」

        「はい……」

        渚はしゅんとしてうつむく。

        このあいだはコットンが入った缶をひっくり返して、中身をぶちまけてしまった。

        このところケアレスミスを連発している。このままではいつか大きな失敗をしてしまうのではないかと、怖くなってくる。

        「小さな悩み事なら私が話を聞くし、もっと大きなことなら院長先生に相談してみたら？」

        美奈代はそう言ってポン、と背中を押してくれる。

        「はい、ありがとうございます」

        渚はあいまいにほほえんで返事をしたあと、患者のもとへ戻った。その途中、心愛とすれ違った。渚の心拍数がいっきに上がる。

        心愛は大きな瞳でじいっと見つめてくる。その目を、見つめ返すことはできなかった。

        　

        （院長に相談、か……）

        仕事中に不注意が続く原因はよくわかっている。

        この不調は先日、クリニックの控室で心愛に淫らなほどこしを受けて以来だ。

        女性にそういったことをされておおいに感じてしまったこと、職場の後輩である心愛と、人には言えないようなことをしてしまったせい。

        （でも、こんな悩み……）

        とてもではないが他人には話せない。家族にも、相談するわけにもいかず渚は悶々と悩み続けているのである。

        ある日の昼休憩時、渚は院長の由紀子に呼び出されて院長室にいた。

        目にあまるものがあったのだと自覚して、渚は院長室に入るなり由紀子に謝罪した。

        「申し訳ございません、私……ミスばかり……」

        背もたれつきの大きな回転椅子に座っていた由紀子は、

        「まぁまぁ、ひとまず座って」

        と言って渚に丸椅子に腰を落ち着けるよううながした。

        渚は言われたとおり丸椅子に腰掛け、由紀子と向かい合う。

        「体の調子はどう？　風邪ひいたりしてない？」

        「はい、元気です」

        「そう……。あ、コーヒーでも飲む？」

        由紀子は立ち上がり、小さな食器棚からマグカップを取り出した。部屋の隅に置いてあったコーヒメーカーからカップにコーヒーを注ぎ、渚に手渡す。

        渚は「ありがとうございます」と言いながら花柄のマグカップを受け取った。

        温かいコーヒーを一口だけ飲む。

        「柚木さんと、なにかあった？」

        ドキンッと胸が高鳴る。両手が跳ねて、マグカップのなかのコーヒーが波打つ。

        「………」

        渚はなにも答えられなかった。

        悩みを打ち明ける絶好の機会だ。院長は口が固く、偏見を持たない信頼できる人だと思う。話せばきっと楽になる。

        しかし、言葉が出てこない。

        自分自身がまだ、あの日の出来事をきちんと受け止めることができていないせいだ。

        渚は由紀子を見ていることができなくなってうつむく。マグカップのなかのコーヒーに、浮かない顔をした自分がぼんやりと映っていた。

        「……ねぇ、まとまって休みを取ってみたら？」

        由紀子は柔らかくほほえんだまま話を続ける。

        「渚ちゃんにはもう長いこと、まとまった休みもろくに取れないで頑張ってもらってるでしょ？　知り合いのクリニックがね、何日間か休業することになったの。それで、そこで働いてる衛生士さんに少しのあいだなら応援を頼めるから、渚ちゃんは気兼ねなく連休を満喫して？」

        渚は顔を上げて、小さな声で「ありがとうございます」と言った。

        　

        急に休みをもらえることになった渚はすぐにはなにをするか決められず、連休のはじめ何日かは旅行雑誌をめくるだけで終わった。

        （海へドライブ……）

        雑誌に載っていた『絶景スポット』なる場所が、ドライブをするにはほどほどの距離だったので、渚はひとりで海を眺めに行くことにした。

        （今日はクリニックも休みだ）

        連休をもらったものの、結局はただの休日と同じになってしまったなと思いながらも、渚は自宅の駐車場で出かける準備をしていた。

        車のエンジンをかけて、出発しようとしてしていたそのとき。スマートフォンの着信音が響く。

        ハンドバッグからスマートフォンを取り出して画面を見るなり、渚は胸を鳴らした。

        （柚木さんから……!?）

        どきどきしながら電話に出る。

        「は、はいっ？」

        『……高藤さん？　すみません、おやすみのところ……』

        「う、ううん。どうしたの？」

        『その、とくになにかあるわけじゃ、ないんですけど……。高藤さんに、何日も会っていないから……寂しくて……声を、聞きたくて――電話してしまいました。すみません』

        弱々しい声音で告げられ、どうしてか胸の奥がきゅうっと締めつけられる。

        「今日、ひま？」

        そう言ってしまったあとで、自身の発言に驚く。

        （私ったら、そんなこと訊いていったいどうするつもり!?）

        スマートフォンを耳に当てたままうろたえる渚など、心愛は知る由もない。

        『あ、はい。今日は一日、家にいる予定です』

        「そ、そうなんだ……。ええと……いまから海にドライブにでも行こうかと思ってたんだけど、一緒にどうかな？」

        『えっ!?』

        しばしの、間。

        『いっ、行きます！』

        上ずった、それでいて嬉しそうな声が返ってきてホッとする。

        「じゃあ……えっと、いまから迎えに行ってもいい？」

        『はい、よろしくお願いしますっ。住所は――』

        それから渚はすぐに心愛のもとへ向かった。

        アパートの玄関から出てきた心愛はいつもよりさらに薄化粧で、髪の毛もところどころ跳ねていた。あわてて準備したのがうかがえる。

        「ごめん、もうちょっとあとにしたほうがよかったかな」

        「いえっ、大丈夫です」

        心愛は髪の毛の寝ぐせがついた部分を撫でながら「よろしくお願いします」と言って車の助手席に乗り込む。

        （……髪の毛、おろしてると印象が違う）

        十八歳という年齢よりもさらに若く――少女のように見える。

        「ありがとうございます、迎えにきてもらって……」

        どこかソワソワとしたようすで心愛が言った。

        「ううん、こっちこそごめんね。急に誘っちゃって」

        「いえ、そんな……！　……嬉しいです」

        心愛はふたたび「ありがとうございます」と口にした。それから、窓の外を眺めはじめる。

        （休日に後輩を誘って海に行くのなんて……普通だよ。普通のこと）

        だれに言うでもなく、心のなかでそんな言いわけをしながら渚は車を走らせる。

        心愛は渚が休んでいるあいだのクリニックのようすを話してくれた。そのあとはたわいもない会話が平穏に続く。

        （よかった、ちゃんと……普通に話せてる）

        心愛とは、あんなことになってからどうもギクシャクしていたが、自然に会話ができている。

        （そうよ……これが、当たり前の――常識的な関係）

        渚は心のなかで大きくうなずくのだった。

        小一時間ほどで海辺の駐車場に到着する。渚は車窓からでも海が一望できる場所に車を停めた。駐車場の端のほうだ。

        「あの……高藤さん」

        「ん、なに？」

        「私……その、むらむらしちゃって……オナニーしてもいいですか？」

        「うん、いいよ――……って、えぇっ!?」

        驚いて助手席のほうを見やれば、心愛は頬を赤くしてこちらのようすをうかがっていた。

        「え、やっ……ちょっと待って、いま何て……」

        渚の問いには答えず心愛は口を半開きにして、深みのある黄色いカットソーをいそいそとめくり上げる。シートベルトはしたままだ。

        「いや、あのっ……」

        渚はうろたえながら車の外をぐるりと見まわす。さいわい、近くにほかの車は停まっていない。

        （いやいやっ、そういう問題じゃなくて！）

        プチンという、ブラジャーのホックを弾く音が聞こえた。

        心愛はゆるんだブラジャーを恥ずかしげもなくめくり上げて、乳房をさらす。

        胸の谷間に、ななめに通ったままのシートベルトが彼女の体をいっそう卑猥に魅せる。

        渚はあわてて真正面を向き、心愛を視界に入れないようにする。

        （なっ、なんでいきなり……!?）

        むらむらしちゃって、と言っていたが、たわいもない話でどうしてそうなってしまったのだろう。

        「高藤さん……見ていてもらえませんか？　そのほうが、気持ちいいから……」

        「や――そ、そんな……」

        渚は車のハンドルを両手でつかみ、そこに顔を伏せて視線をさまよわせる。視界の隅で、心愛のロングスカートがするすると引き上げられて、白く細い脚があらわになっていくのがわかった。

        「高藤さん……っ」

        ドクドクドク、と心臓が早鐘を打つ。

        ――見たい。いや、見てはいけない。

        葛藤が脈を乱す。

        「ぁ、あんっ……あぁ……」

        なまめかしい声はじつに誘惑的だ。渚はきつく目をつむる。

        そうして渚が目を閉じてしまっても、心愛はかまわず自身を愛で続ける。

        「はんっ……んっ、ふぁっ……！」

        か細い喘ぎ声を聞いていると、彼女がどうやって自身を慰めているのか気になってくる。

        渚はうっすらと目を開けた。

        （少しだけ、なら……）

        横目でちらり、と心愛のようすを探る。

        「ふぁっ……！」

        渚の視線に気がついたのか、心愛はひときわ大きな声で喘いだ。

        むき出しの乳首の片方をシートベルトでこすり、もう片方は指でつまんでこねている。あまった右手はショーツのなかに入り込んでいた。くちゅくちゅと水音を響かせながら自身を高めている。

        渚の唇が何事か言いかけて小さく開く。

        ほんの少し彼女のようすを見るつもりが、目を離せなくなってしまった。

        他人の自慰を見るのなんてはじめてだ。

        車の助手席で頬を赤くして長い髪を振り乱し、シートベルトに拘束されながらも乳房を揺らして身もだえする心愛を、つい凝視してしまう。

        （や、やだ……なんか、私も……）

        脚の付け根がトクトクと一定のリズムを刻みはじめる。自然と呼吸が荒くなってくる。

        渚はジーンズの内側をもじもじとこすり合わせた。心愛には気づかれないように、ごく小刻みに動かして自身の秘所を刺激する。

        大きく息を吸い込む。そのとき、無意識に心愛のほうを見つめてしまっていた。

        渚と目が合うと、心愛は「ふぁぁあっ！」と大きな声を出して下半身をビクビクと痙攣させた。

        「あ……」

        どうやら心愛は絶頂したらしい。右手を脚の付け根に添えたまま、形のよい乳房をかすかに揺らしながら「はぁ、はぁ」と荒い呼吸をしている。

        「は、ぁ……すっきりしました」

        「そ、そう……」

        渚はあさってのほうを向いて答えた。

        いまさら、彼女に興味がないふりをしてどうするのだろう。心愛を見つめてしまっていたのは、彼女にも知られていることだ。

        渚は頬を紅潮させて、車の外を眺めた。ザザァ……と波の音が聞こえてくる。

        「あー……せっかく海にきたんだし、浜辺に行ってみる？」

        「はい」

        心愛はいつの間にそうしたのか、衣服の乱れをすっかり整えてさっそく車のドアを開けている。

        （切替が早いというか、奔放というか……）

        おかげでこちらは振りまわされてばかりだ。

        しかし、それも悪くないと思う自分がいる。なぜなのだろう。わからない。

        車を降りて、石階段を下るとすぐに海だった。淡褐色の砂浜がどこまでも広がっている。

        「わぁ……広い」

        そんなことを言いながら心愛はどんどん先を行く。

        「海へくるのは久しぶり？」

        うしろから尋ねると、心愛は「はい！」と大きな声で返してきた。

        （楽しそうでよかった）

        渚は顔をほころばせて心愛のあとを追う。

        しばらくそうしてふたりで海辺を歩いた。あたりに人影はない。

        岩場にさしかかると、急に心愛が足を止めた。

        「たくさん歩いたから、暑くなっちゃった」

        心愛がくるりと身をひるがえす。彼女の長い髪の毛が海風になびいて、ひらひらと舞った。

        「だれもいないですし、岩場の陰になってるし……脱ぎませんか？」

        真顔で言われる。その言葉の意味を理解するのに、しばし時間がかかってしまう。

        「――へっ!?　な、なにを言ってるの!?」

        「だって、せっかく海にきたんだし。解放的になりましょう？」

        「それ、は……泳ぐのなら、そうだろうけど」

        ここは海水浴場ではないし、そもそもまだ泳ぐには少し早い時期だ。

        「高藤さん……」

        淡褐色の砂を一歩一歩、踏みしめながら心愛が近づいてくる。

        渚はうつむき加減にあとずさる。

        背中に岩壁が当たる。正面には、迫りくる心愛。退路がない。

        どこか恍惚とした表情を浮かべて心愛は言う。

        「それに……私のココ、まだ熱いんです」

        そうして脚の付け根を押さえている。渚はつい、彼女が手で押さえているところを見つめてしまった。

        「あ、そうそう……日焼け止め、ちゃんと持ってきてますから。高藤さんの体に塗らせてください」

        肩に掛けていたハンドバッグをゴソゴソと漁って、心愛は小さなピンク色のボトルを取り出した。

        「やっ、脱がないから、必要ないっ……」

        渚は胸とお腹のあたりを腕でぎゅうっと押さえつけて、自身を抱き込むようにしながら心愛から視線を逸らした。

        （このままじゃ、また――）

        あのときのような、とんでもない事態に陥ってしまう。

        「高藤さん……おねがい」

        潤んだ瞳で、ごく至近距離で見つめられる。

        女性に迫られているというのに心が揺れる。いや、女性だからなのだろうか。心愛がまた泣いてしまうのではないかと心配になった。体の線が細く可憐な彼女には庇護欲をくすぐられる。

        「少しだけでいいんです」

        切実さのなかに艶を秘めたような顔で、心愛がまくし立ててくる。

        「……少し、だけなら……」

        波の音にかき消されそうなほど小さな声で渚が答える。

        心愛はそれを聞き逃さない。嬉しそうに口の端を上げて、渚のブラウスに手をかける。

        薄手の白いブラウスが心愛の手で脱がされていく。

        暑いだけならばブラウスを脱げばじゅうぶんだ。前が開いただけで、汗ばんだ肌に風が当たって涼しくなった。

        しかし心愛がそれで満足するはずもなく、当然のごとくブラジャーのホックを弾かれる。

        「……っ」

        渚は目を伏せたままピクッと両肩を揺らした。

        「あっ」

        ブラジャーとブラウスを完全にはぎ取られてしまう。いくら岩場の陰でほかからは死角になっているといっても、屋外で上半身が裸なのは心もとない。

        「待って、ブラウスは羽織っておく」

        「だめです。私のバッグにしまっておきますから。落として砂まみれになったらイヤでしょ？」

        「それは、いやだけど……」

        渚は胸もとを両手でおさえてきょろきょろと周囲をうかがう。やはり、ひと気はない。

        「日焼け止めを塗りますね」

        心愛はピンク色のボトルの蓋をパチッと押し開けて、なかの液体を手のひらに出す。

        「……ん？」

        日焼け止めといったらふつうは乳白色か透明だ。それなのに、心愛がいま手にしているものは薄桃色だった。

        「はーい、塗っていきますねー」

        クリニックで患者にするときのような口ぶりで、心愛は薄桃色の液体を渚の体に塗り込めていく。

        肩から腕へと、トロトロの液体を塗り広げられる。

        「……っ、これ、ホントに日焼け止め？　なんか、すごく……」

        ヌルヌルする。肌にはいっこうになじまず、どんどんぬめり気が増していく。

        「ふふ……」

        心愛は笑うばかりで答えようとしない。彼女の両手が鎖骨を撫でてふくらみのほうへと向かう。

        「ん、っ……」

        「ここも、きちんと塗っておかなくちゃ」

        渚はいまだに胸を腕で押さえたままだった。しかし、心愛のぬめった手のひらに、たやすく押しのけられる。

        きっと、乳房にもそのヌルヌルとした液体を塗ってほしいという欲求が、少なからずあったのだ。だから、簡単に自分の腕をどけてしまった。

        心愛は細い指をめいっぱい広げて上下左右に動かし、渚の大きなふくらみにぬめり気を帯びさせる。

        「ぁ、う……ッ」

        仮にも日焼け止めを塗るという名目だったはずなのに、これでは胸のマッサージだ。それも、明らかに性的なものである。

        「柚木さん……っ。だ、だめ」

        「なにがですか？　私はまんべんなく日焼け止めを塗ってるだけです」

        そもそもこの液体が日焼け止めということが、疑わしい。

        「これ、もしかして――」

        性的なことをするためのローションなのではないだろうか。そんな気がしてならない。

        渚の疑問を肯定するように心愛は笑みを深める。それから、ぬるついた乳房の先端を指でグイッと押し上げた。

        「ふぁあっ！」

        急にそこに触れられたものだから、つい大きな声が出てしまった。

        「あっ、ぁ……だめ、だめっ……！　んんっ……!!」

        心愛の指が乳頭を激しくなぶる。ローションのせいで摩擦がないので、快感ばかりがいっきにふくれ上がる。

        「気持ちよすぎて、だめってことですか……？　高藤さんの喘ぎ声、すごくいいですね……。私も、よけいに興奮してきちゃう」

        心愛は渚の乳首をおもむろにつまみ上げて、あらゆる方向に揺さぶった。豊かなふくらみがたぷたぷとなまめかしく弾み、陽光をてらてらと反射する。

        「は、ぁうっ、んん……！」

        乳頭をぎゅうっと強くつままれている。それでも痛みを感じないのは、そこがぬめり気を帯びているのと、心愛の指が柔らかいおかげだ。

        「あぁ、たまらない……っ」

        そう漏らしたのは心愛だ。渚の乳房を手放し、自身の黄色いカットソーをなかの下着ごと鎖骨のあたりまで無理やり引き上げて双乳をあらわにする。

        「高藤さんっ」

        切羽詰まったような声で言いながら、心愛が胸を押しつけてくる。

        「ぁっ……！」

        渚の小さな悲鳴とともに、ふたりの乳房がふにゃりとぶつかって重なり合う。

        心愛が体を左右に揺らすものだから、彼女の乳房もあっという間にローションまみれになってしまった。

        「あ、んぁっ……きもちぃ、高藤さん……っ！」

        頬を赤くして、長い黒髪を振り乱しながら、心愛は自身の乳頭を渚のそれにこすりつける。

        「ひぁっ、あぁあっ……！」

        渚はここが屋外――公衆の場だということも忘れて大きな嬌声を上げる。先ほど彼女に指でつままれたときよりも、明らかに興奮していた。

        乳首を重ねることで心愛がどんな快感を得ているのか想像できる。だから、よけいに官能を煽られるのだ。

        「高藤さんのおっぱい、大きいから……乳首が、ヌルヌル当たって……きもちぃっ。ん、はぅうっ」

        「あ、んっ、ぁんっ……！」

        互いの乳頭をこすり合うのに夢中になる。ぬるついた感触のとりこになってしまう。

        そうして乳首をこすり合わせるだけでも気持ちがよかった。しかし貪欲なもので、下半身の敏感なところが疼きはじめる。

        「はぁん、ぁんっ」

        喘ぎながら、心愛は渚のＧパンのベルトを外した。なかに履いていたショーツごとＧパンを下ろされる。

        「んふっ……こっちも、ヌルヌル」

        心愛はうっとりとしたほほえみを浮かべて渚の秘蜜をまさぐる。膣口からあふれた愛液を指に絡め取り、花芽へと塗りたくる。

        「ふぁああぁっ！」

        絶頂してしまうかと思ったが、そうなる前に心愛の指が遠のく。

        「私のにも、さわってください……！」

        心愛は片手でスカートのなかに手を入れてショーツをずり下げた。秘所をさらして、さも「さわって」と言わんばかりにそこをなまめかしく揺らす。

        「ん、んんっ……」

        渚はあいまいに返事をして、心愛の脚の付け根へ右手を伸ばした。このとき、目の前の快感以外はなにも考えられなかった。どれだけ非常識なことをしているのかという自覚が、まったくなかった。

        はじめて触れる女性のそこは柔らかく、すでにぬるついていた。

        （柚木さん、さっき車のなかでもいじってたから）

        それで、すでに花芯が濡れているのだろう。

        潤みを帯びた小さな豆粒をゆっくりと前後にこすると、心愛は「あぁぁあっ、あんんっ！」と絶叫した。

        （そんなに気持ちいいの？）

        自分でするよりも人にしてもらうほうが格段に気持ちがいいのはわかるが、これほど大きな喘ぎ声が出るということはよほどの快感なのだろう。

        （そりゃ、気持ちいいけど……）

        心愛の指の動きは緩慢――というよりも、おろそかになっているので、こちらとしてはもう少し刺激がほしいところだ。

        「柚木さん、もっと――」

        そう言ってしまったあとで、渚は後悔した。

        （やだ、私ったら……！）

        この行為に、一瞬でも積極的になってしまった自分をすぐに責める。

        「んぁっ……そうですね、ごめんなさい」

        心愛の嬉しそうな顔を見て、よけいに心が痛んだ。

        彼女に期待を抱かせてしまったかもしれない。これからも、こういった行為を重ねるつもりがあるのだと、勘違いさせてしまったかもしれない――。

        「――っん、ぁあっ」

        頭のなかとは裏腹に体は快感に正直で、心愛の指がすばやく陰核をなぶりだしたことで両脚がカクカクと震えるほどに悦よくなってきた。

        しだいになにも考えられなくなって、無我夢中で心愛の花芽をこすり、そしてこすられる。

        「ぁああっ、ふぁぁっ！」

        「やぁっ、んぁあっ……!!」

        ほとんど同時にふたりは下半身をビクッ、ビクッと打ち震わせた。

        吐息がまざり合う。

        「はぁ……気持ちよかったですね？　高藤さん」

        額に汗を浮かべてほほえむ心愛から、渚は視線を逸らす。

        「わ、私――……」

        職場の後輩と、ひと気のない海の岩陰で互いのイイトコロをまさぐり合って絶頂してしまった。

        自覚すると、とたんにすさまじいまでの罪悪感に襲われた。

        いままでまっとうに生きてきたつもりだった。常識的な道を大きく踏み外してしまったという自虐の念に駆られる。

        渚はガクリとうなだれた。

        「私……もしかしたら、人より性欲が強いのかもしれないです」

        頭上からか細い声が降ってきた。

        （もしかしなくても、そうだと思うけど……）

        しかし人のことは言えない。心愛がきっかけだったにしろ、この失態は――快楽に溺れてしまったのは、紛れもなく自分のせいだ。意思が、弱かったせい。

        「でも、こんなに抑えらなかったことっていままでにないんです。ぜんぶ、高藤さんのせいなんですから……！」

        「わっ、私!?　なんで……」

        ザザ……という、波が押し寄せる音がやけに耳を打つ。

        「……好きなんです。大好きなんです、高藤さんのこと。えっちなこと、いっぱいしたくなっちゃうくらい」

        心愛にふたたび胸を押しつけられた。すがられているような状態だ。

        「私を、高藤さんの恋人にしてもらえませんか？」

        「え、っ……？」

        心愛の言葉が脳内をぐるぐるとまわる。

        理解できる言語のはずなのに、意味を成さない言葉を聞いているようだった。

        胸をさらし、下半身の秘所が明け透けになった淫らな恰好のまま、渚は岩壁に背中を預けて頭を抱える。

        「いや、だって……私たち、女同士なんだよ？　それなのに恋人って――……へん、だよ」

        もうこれ以上、『ふつう』でないことを許容できない。

        いっぱいいっぱいだった。罪悪感、倫理観、理性。すべてがないまぜになって感情をかき乱されていた。

        拒絶するのはたやすい。受け入れるのには、相当な覚悟がいる。

        臆病な渚は前者を選んでしまった。

        それが、心愛を果てしなく傷つけることになるのだと考えもせずに。

        はじめは、雨が降り出したのかと思った。

        心愛の涙だと気がついて顔を上げたときにはもう、彼女は目を真っ赤にしてぼろぼろと大粒の涙をこぼしていた。

        淡褐色の砂の上に、涙の染みが散らされていく。

        「高藤さんはやっぱり、女たらしです……っ」

        その場に泣き崩れる心愛を、渚はただ見ていることしかできなかった。

        


        　

        　

    

    
        第三章　痩身の天使

        　

        彼女を傷つけたという自覚はあった。

        しかし、食事も喉を通らないほど、深く傷つけたのだとは知らなかった。

        　

        「柚木さん、大丈夫？」

        パートの歯科衛生士である安坂美奈代が心配そうに心愛に話しかけた。

        「はい、平気です」

        心愛はほほえんだが、顔色は悪いし頬も以前よりこけている。立っているのがやっと、というような状態に見える。だからこそ、美奈代は心愛を心配して声を掛けたのだろう。

        「そう……？」

        美奈代は眉根を寄せ、あごに手を当てた。どう見ても「平気」そうではないからだ。

        心愛はにっこりと笑った。無理やり笑っているように見えて、痛々しい。

        「柚木さーん、ちょっといい？」

        廊下のほうから声がした。院長の由紀子が心愛を呼んでいる。

        「はい」と返事をして心愛が歩きだす。しかし、どこかふらついている。

        いまにも倒れてしまいそうだと思った、そのとき。

        渚が心配したとおりのことが起こってしまう。

        「――柚木さん！」

        心愛は壁に手をついたあとで、その場に座り込んだ。

        美奈代が心愛に駆け寄り、「柚木さん」と呼びかける。

        「は、はい……すみません、ちょっとふらついちゃって」

        「ふらついた、どころじゃないわよ！　立っていられないくらい具合が悪いんでしょう」

        そこへ由紀子もやってくる。

        「院長、柚木さんの体調がすぐれないんです。私、柚木さんを病院へ連れて行きます」

        「ええ、そうね。ちょうどその話をしようと思ってたの。安坂さん、お願い」

        美奈代は「はい」と返事をして心愛に「立てる？」と尋ねた。心愛は、申し訳なさそうな顔をして小さくうなずいた。

        　

        日曜日、渚は見舞いの果物を持って心愛の自宅へ行った。

        心愛の家に着くと、彼女の母親が迎えてくれた。

        渚は心愛の母親に果物が入ったカゴを手渡す。

        「あらあら、まあまぁ！　ありがとうございます。どうぞ、上がってください」

        心愛は母親似だ。心愛が歳を取ればこんな感じになるのだろうな、とぼんやり思う。

        「いえ、ご迷惑になりますから……失礼します」

        「そんなことおっしゃらずに、どうぞ！　なんにもありませんけど、お茶だけでも飲んでいってください」

        渚は「それじゃあ、少しだけお邪魔します」と言って靴を脱いだ。あまり頑なに断るのも、かえって失礼だ。

        心愛の自宅は一軒家だった。廊下もリビングも広々としている。

        心愛の母親は「なにもない」と言っていたが、手作りだというケーキとコーヒーを振る舞われた。

        「――えっ？」

        三人掛けのソファの端に座っていた渚は大きく目を見開いた。心愛はここ最近なにも食べておらず、夜もろくに眠っていないようだと、心愛の母親から聞いたからだ。

        「あの子ったらねぇ……。仕事は、楽しいみたいなんですよ？　高藤さんやほかのお仕事仲間のことも、みなさんよくしてくださるっていつも嬉しそうに話すんです。それなのに、急に……そうそう、高藤さんと一緒に海に行ったあとくらいから、ちょっとようすがおかしくて」

        渚の心臓がドクッと跳ねる。

        （それって、やっぱり……）

        ――私のせいだ。

        あんなことをしておいて、突き放すようなまねをしたから、心愛は食事も喉を通らないほどショックを受けてしまったのだ。

        渚はとたんに青ざめる。

        いっぽう、心愛の母親は娘の不調の原因が渚にあるとは、少しも思っていないようだった。

        「いったい、どうしちゃったのかしら……」

        向かいのソファに座る心愛の母親はそうつぶやきながら思案顔になって、しばし考えたあとで「そうだ！」と言って勢いよく立ち上がった。

        「せっかくきてもらったわけだし、心愛に会ってあげてください。ひとさまにうつるような病気じゃないんです。ごはんが食べられないだけで、お医者さんに診てもらってもどこも悪くないって言われましたから。高藤さんからいただいたって言ったら、果物を少しは食べてくれるかもしれないわ」

        心愛の母親は台所へ行き、渚が持ってきた果物の皮を手際よくむいていく。

        渚は、りんごやバナナがきれいに盛りつけられた皿を持って、階段を上る心愛の母親のあとをついていく。

        （緊張する……）

        心愛はきっと心の病だ。

        ――彼女をそんなふうにしてしまったのは、間違いなく私。

        （そんな私が、会ってもいいの……？）

        よけいに心愛の病状が悪化してしまうのではないかと怖くなる。

        渚の心中など露知らず、心愛の母親は『心愛の部屋』というハート型の札が下がった扉をコンコンッとノックした。

        「心愛？　高藤さんがきてくださったわよ！」

        心愛の母親は大声でそう言ったあと、今度は「それじゃあ、よろしくお願いしますね」と声をひそめて、果物が載った丸盆を渚に手渡した。

        「は、はい」

        自分は彼女に会わないほうがいいのではないかと、言うに言えず渚は丸盆を受け取る。

        か細い声で、部屋のなかから「どうぞ」と聞こえてきた。「帰って！　顔も見たくない！」と言われなかったことにホッとしている自分がいる。

        渚はバクバクと心臓を激しく高鳴らせながら扉を押し開けた。『心愛の部屋』と書かれた木の札がカタカタッと小さく揺れる。

        心愛はパジャマ姿だったが、小さな丸いテーブルの前に座っていた。もしかしたら、彼女の母親が声を掛けたときに、ベッドから起き上がってそこに座ったのかもしれない。

        「こ、これっ……もしよかったら」

        渚は上ずった声を出しながら丸盆をテーブルの上に置く。心愛は「ありがとうございます」と言ったものの、手をつけようとはしなかった。

        渚は心愛のななめ前に、少し距離をおいて腰を下ろした。

        閑静な住宅街だからか、とても静かだ。居心地が悪くなるほどの静寂に包まれている。

        「その……ごめん。私の……せいだよね」

        渚がぽつりと言うと、心愛は意外そうな顔をしたあとでほほえんだ。

        「……そうだけど、そうじゃないです。高藤さんが、気に病むこと……ないです」

        その笑顔も、声も、とても弱々しい。以前にも増してやせ細ってしまったからよけいに頼りなく見える。

        「果物は、好き？　よかったら食べて」

        渚は丸盆のなかから、果物が載ったガラスの皿を取り出して心愛の前に置いた。

        「……食欲がなくて」

        「そう、かもしれないけど……このままじゃ……っ」

        このままどんどん衰弱していったら、最悪の事態になりかねない。

        「口移しなら、食べてくれる？」

        ――私はなにを言っているの。彼女を拒絶したくせに。

        「また……そんな、残酷なことを」

        もっともな返答だと思った。

        心愛はあきらめたような笑みを浮かべる。

        渚は、渋面を濃くする。

        「わかってる、私――自分の罪悪感を少しでも拭いたいだけの身勝手な行為だって。でも、お願いだから……少しだけでも、食べて？」

        りんごをフォークで刺して、心愛の口の前に持っていく。心愛は目を丸くした。

        「……高藤さんは、私のこと……嫌いなんですよね？」

        「違う！」

        思いがけず大きな声が出て、渚も心愛も驚く。

        「あ、ええと……柚木さんのこと、嫌いとか……そういうんじゃない。ただ、私が……気持ちの整理がつかないだけ」

        フォークを持つ渚の手が小刻みに震えはじめる。

        「私……怖いんだと思う。普通でないことを受け入れるのが。だから……どうしていいかわからなくて……っ」

        人前で泣くなんて、大人になってからはなかった。あふれる涙を自分のなかに閉じ込めておくことができなくて、外へとこぼれ落ちていってしまう。

        堪えるように泣く渚を、心愛はしばらく複雑な面持ちで見つめていた。

        「……食べさせてください、高藤さん。口移しじゃなくてもいいです」

        あーん、という具合に心愛は口を開けている。

        渚は鼻をすすりながら、林檎のかけらを心愛の口へと運ぶ。

        林檎をかじる、シャリッという独特の音がした。彼女がかじった林檎はほんの少しだったが、心愛はもぐもぐと何度も口を動かして、ごくりと喉を動かす。

        そうして林檎を飲み込むころには、心愛の目じりに涙が浮かんでいた。

        「……っ、おいしい、です」

        　

        心愛の家を訪ねた次の日、渚は院長の由紀子に「相談したいことがある」と言って昼休みを使って話を聞いてもらうことにした。

        いつものようにそれぞれ椅子に座って向かい合う。マグカップに入ったコーヒーを何口か飲んだあとで、渚は話を切りだした。

        「じつは、柚木さんとのことなんですけど……」

        「うん」

        ひとりで悩んでいても埒が明かないと思ったから、由紀子に相談することにしたわけだが――いざ打ち明けるとなると、やはり覚悟がいる。

        渚はとたんに恐ろしくなった。マグカップを持つ手が震えてくる。

        （こんなこと、相談するのはやっぱりおかしい――？）

        職場の上司に話すような内容ではないのかもしれない。

        渚はなかなか言いだすことができず、うつむいてしまう。

        「高藤さん。どんなことでも話してみて。私、偏見は持たない主義だから」

        渚が話すのをためらう理由に見当がついているのか、由紀子は穏やかな声音でそう言った。

        渚は「はい」と小さく返事をして、事の顛末を話しはじめる。

        渚が話をしているあいだ、由紀子は「うん、うん」とうなずくだけだった。

        「――いいじゃない、女の子同士で付き合っても。自分の思うようにすればいいのよ」

        由紀子の口から聞かされた、あまりにもシンプルな答えに渚は呆然とする。

        彼女は本当に偏見を持たない主義らしい。

        「……自分の、思うように……？」

        渚は由紀子の言葉を小さく反芻はんすうする。

        「そう。あなたが柚木さんに惹かれているのなら、付き合えばいい。楽しいことも、つらいことも――まわりには受け入れてもらえないことも、あると思う。でも、そういったことを乗り越えられるかどうかはこれからのあなたたちしだい。まずは、はじめてみればいいと私は思う」

        胸のつかえがとれる。

        そしていまさら、常識にこだわって心愛を拒絶した自分を責めたくなる。

        心の奥底ではきっと、心愛に惹かれていた。

        それを『常識』という枠で必死に抑え込んでいたのだ。

        用もないのに、無性に心愛に会いたくなるときがある。

        会って、話をして、そして――彼女のあらゆる箇所に、触れたくてたまらなくなる。

        渚は丸椅子から颯爽と立ち上がり、由紀子に「ありがとうございました！」と礼を述べて院長室をあとにした。

        


        　

        　

    

    
        第四章　天使たちは絡み合う

        　

        心愛の自宅の前まできた渚はひどく緊張していた。

        玄関のインターホンを押すと、すぐに『はーい』と返ってきた。心愛の声だ。

        「いらっしゃい、高藤さん」

        玄関扉を開けながら心愛が満面の笑みを見せてくれる。

        「どうぞ、入ってください。いま両親はいないんです」

        それを聞いて心臓がトクンッとおおげさに反応する。

        「お邪魔します」

        靴を脱いで家のなかに上がり込むと、心愛から「私の部屋で待っていてもらえますか？」と言われたのですぐに階段を上った。

        心愛はというと、一階のキッチンで茶の用意をしているようだった。

        二階の端にある心愛の部屋は、カーテンやカーペットが淡いピンク色で統一されていて、とても女の子らしい。

        「お待たせしました」

        開けっ放しだった扉から心愛が顔を出す。ケーキと紅茶が載ったトレイを両手で持っている。

        心愛は、先週の彼女とは見違えるようだった。こけていた頬はもとのふくらみを取り戻しているし、顔色もよい。

        心愛はテーブルの前に座る渚の前にケーキと紅茶を差し出す。

        「長いことお休みをいただいてしまって、すみません。明日から復帰できます」

        「長いことってそんな、一週間じゃない」

        しかし、この一週間――彼女に会えなくて寂しいと思った。だからまた、会いにきてしまったのだ。明日になれば職場で顔を合わせるとわかっていたのに。

        「……でも、本当によかった」

        渚は小さく息をつき、チーズケーキを見て「おいしそう、いただきます」と言ってフォークを取った。

        下端にタルト生地と、それからレーズンが敷かれたチーズケーキは洋酒がきいていて、大人の味だと思った。

        「柚木さんがいないと、寂しい」

        チーズケーキを味わったあと、渚はうつむき加減に言った。

        下を向いていたので、心愛がどんな表情をしているのかわからなかった。

        彼女がなにも言わないのが気になって顔を上げる。

        心愛は驚いているようだった。ぽかんと口を開けている。

        「寂しくて……いつもあなたのことを考えてしまう」

        考えるよりも先に言葉を発していた。伝えずにはいられなかった。

        ドッドッドッ、と早くなった自身の脈をまざまざと感じる。自分の気持ちを伝えるのはこんなにも勇気がいることだったのか。

        （私に告白してくれた柚木さんは、きっともっと――）

        緊張していたに違いない。同時に、「拒絶されたらどうしよう」という恐怖心にさいなまれていたことだろう。

        「私も……っ、寂しかったです。海へ行った日から、ずっと……！」

        心愛が身を乗り出す。頬に伝うのはひとすじの涙。それがどんどん連なって、あっという間に滝のようになった。

        「ごめん、柚木さん。海で……一所懸命、想いを伝えてくれたのに……私――」

        渚はふたたび「あのきは本当にごめんね」と言って下唇を噛んだ。

        心愛の瞳からあふれ出てくる涙を指でそっと拭う。

        「その……ええと。あのときしてもらった告白は、まだ有効？」

        心愛は瞳を潤ませたままきょとんとしてこちらを見上げている。

        こくっ、と彼女がうなずいたのを確認して、渚は言う。

        「柚木さん。私の……恋人になってください」

        人生でいちばんとも思えるくらい、緊張の糸が張りつめていた。

        泣き止みそうだった心愛が、ふたたび瞳に涙をたたえるものだから、よけいにうろたえてしまう。

        「は、い……はいっ、もちろん！」

        明確な返事を聞くことで、幾分か心が落ち着いた。

        それでもソワソワしてしまうのは、晴れて彼女と恋人になったことで、これからいったいどうなるのだろうという期待と、それからいささかの不安があるからだ。

        「嬉しい……。高藤さん、ありがとうございます」

        心愛は自身の両手で涙を拭った。その仕草がやけにかわいらしく思えた。

        「もう、遠慮しなくてもいいんですよね……？」

        潤みを残した愛らしい瞳に射抜かれる。ドキッ、と大きく胸が鳴ったのは、不埒なことを想像してしまったから。

        「ん、うん……」

        どぎまぎしながら返事をすると、トンッと両肩を押された。

        「――!?」

        ふらついて、背中から倒れ込む。カーペットはふかふかなので、痛くはない。

        「んっ……！」

        身を起こすよりも先に、柔らかな唇が覆いかぶさってきた。

        心愛は恋人になったばかりの相手の唇を夢中で貪る。

        （気持ち、いい……）

        心愛の唇は――見た目にもそうだったが――とても柔らかく、そしてみずみずしい。唇同士が吸いつくようだった。

        「ふ、ぅっ」

        彼女の舌がいたずらに下唇を舐め上げた。とたんに、脇腹のあたりがぞくっと甘く震える。

        （もっと、舐めてほしい）

        一瞬、舐められただけでは足りない。生温かい舌を口のなかへ誘い入れたい一心で渚は口を開けた。

        渚の誘いに心愛はすぐに乗った。渚の口腔へと舌を挿し入れ、あらかじめそこにあったそれと絡み合わせる。

        「んん、ふぅ……」

        心愛が奔放に舌を動かすので、こちらは翻弄されるばかりだ。

        ぴちゃ、ぴちゃっと水音を聞いていると、頭のなかが白んできてくらくらする。舌の感触と卑猥な水音による快楽に酔いしれる。

        モゾモゾッ、と胸もとでなにかがうごめいた。それは心愛の両手にほかならず、ブラウスのくるみボタンを二、三個外されていた。

        もう、以前のようなあせりはない。いけないことをしているという罪悪感はとても薄い。

        それは、自分自身が認めているからだ。

        ――たとえ相手が女性であろうと、恋人と『恋人らしいこと』をしてなにが悪い？

        むしろ、早く全身を暴いてほしいとすら思ってしまった。海辺でしたときのように、互いに裸になって肌の温もりを感じ合いたい。

        渚もまた、心愛の服をまさぐる。シフォンブラウスの内側に両手を滑り込ませて、ブラジャーのホックを弾いた。

        「ンン……ッ」

        下着のホックを外してゆるませただけだというのに、心愛は気持ちよさそうに喘いだ。そんな彼女の喘ぎ声に反応して下半身を潤ませる自分も、どうかとは思う。

        ふたりは懸命に、互いの衣服を乱し合う。そのあいだずっと、舌は絡まり合ったままだった。

        そして、渚はブラウスの前が開き、ブラジャーが鎖骨までめくれ上がった状態になる。心愛は、ブラジャーごとシフォンブラウスの裾が首の下で丸まっている。

        「……柚木さんの胸、きれいだよね」

        ぽつりと渚が言う。心愛にとっては思いもしない言葉だったのか、耳まで真っ赤になった。

        「そっ、えっ……？　やっ、高藤さんのほうが……おっきくて、形もよくて……いい、です」

        両手で胸を隠してうろたえる心愛は新鮮だ。渚は口もとをほころばせる。

        「恥ずかしいの？　いまさらじゃない？」

        「そ……です、けどっ。んもぅ……！」

        心愛はぷうっと頬をふくらませて、大きく口を開けた。なにをするのかと思えば、あらわになっていた乳頭をぱくっと食はまれた。

        「ひゃっ！」

        渚が大声を上げても、心愛は口に含んだ乳首を放さない。

        「むぅ……おいひぃ」

        乳首にかぶりついたまましゃべらないでほしい。くすぐったいのに気持ちがよくて、身も心もおかしくなってしまいそうだ。

        「あ、ぁんっ……柚木さんっ……」

        「コリコリ、してましゅ」

        「……ッ！」

        なんてかわいらしいしゃべり方をするのだろう。舌足らずな彼女の言葉をもっと聞きたくなる。

        心愛をしゃべらせたくて、質問する。

        「私の、乳首……もう、硬いってこと？」

        「んむぅ……かたい、でふ……」

        「――っ、あぁぁっ！」

        心愛の舌が胸のいただきを素早く前後になぶったことで――彼女の愛らしさもあいまって――大きな快感が湧き起こった。

        「あっ、ぁうっ……柚木さん、気持ちいぃ……っ！」

        「は、ふ……」

        嬉しそうにほほえみ、心愛は渚のもう片方の乳頭を指でつまみ上げる。

        「ふぁああっ！」

        渚はビクビクと全身を揺らして快感を表現した。

        心愛の口角がますます吊り上がる。

        「私のちくびも、とがってるの……わかりますか？」

        渚の薄桃色から唇を離して、心愛は両肩を揺すって渚の肌に乳頭をこすりつける。

        「ん、んんっ……わか、る」

        乳房の下のほうに、心愛の硬い棘が当たっている。彼女の乳頭が、自分の乳房に埋もれているのを見てよけいに興奮した。

        「ふぁ、はぁっ……」

        乳首同士を合わせたくて渚は身をよじる。

        こちらの意図に気がついたらしい心愛が、積極的に乳頭をこすりつけてくれる。

        「んぁあ！　ひゃう、んっ……はぅ、うぅっ」

        心愛は眉根を寄せて気持ちよさそうに喘ぎ、上半身を前後左右に動かして互いの乳頭を刺激した。

        重なり合う薄桃色をまじまじと見る。自分のものと心愛のそれでは色が多少異なる。

        （柚木さんの乳首、薄いピンク色で……すごく鮮やか）

        それにくらべて自分は、彼女のそれよりも色が濃い。なんだか恥ずかしくなる。

        「……どう、しました？」

        心愛は渚のちょっとした変化にすぐに気がついた。

        「ん、んん……なんでもない」

        渚が言葉をにごすと、心愛は小さな口を尖らせた。

        「恋人同士になったんだから、隠しごとはナシです」

        そう言いながら、渚の胸のいただきをツンツンッと素早くつつく。

        「やぁ、んっ！」

        「ねぇ、教えてください。どうして、悲しそうな顔をしてるんですか？」

        自分が『悲しそうな顔』をしていたのだとは自覚がなかった。心愛は人のことをよく見ている。

        「そ、その……柚木さんの乳首のほうが、鮮やかできれいだなって……」

        観念して告白すると、心愛はパチパチと何度か目を瞬かせたあとで、渚の乳首をじいっと見つめた。

        「やだ、見ないで」

        そんなに見つめられたら、よけいに劣等感がふくれ上がる。

        「高藤さんのちくびのほうがイイです。大人っぽい色だし、大きさもイイし……感度もイイ」

        心愛は両手の指を使って、渚の乳頭と自身のそれを一緒くたにつまんだ。そうして指で強く重ねてこすり合わされると、快感は先ほどの比ではなくなる。

        「あぁぁあっ！　やっ、やぁっ……！　ぁん、あぁんっ」

        「きもちぃ、ですか？　私も――んっ、んぁあっ……！」

        心愛の指遣いはしだいに激しくなっていく。四つの尖りを指の腹でひねって、これでもかとこねくりまわす。

        「あぁ、だめっ……そんなふうにしちゃ……はん、あぁああんっ！」

        心愛の指戯で快感がいっきに高まり、下半身がビクッ、ビクッと大仰に脈を打った。渚に密着していた心愛はすぐにそのことに気がついた。

        「ちくびだけで、イッちゃったんですか……？」

        「……っ、ぅ」

        渚の頬が羞恥の色に染まる。

        「高藤さん、敏感なんですね……。イッたばかりのココがどうなってるのか、見せてください」

        心愛は渚のＧパンのクロッチ部分を指で押しながら上下にたどる。

        「ンン、ふぅっ……」

        厚いＧパン生地の上から撫でられただけでも快感を覚えてしまった。どこもかしこも過敏になっている。

        「脱がせちゃいますよ」

        軽快にそう言って、心愛は渚のＧパンのベルトを外してずり下げた。透け感のある紫色のショーツを見て「色っぽい」とつぶやき、渚の恥丘をショーツ生地越しにすりすりとさする。

        「あふっ、う……んん、やぁっ……」

        渚は仰向けに寝転んだまま腰を弾ませた。心愛の指がゆっくりと円を描きはじめた。じれったい快感が続く。

        身もだえする渚を愉しそうに眺め、心愛は指を割れ目のほうへと下降させた。

        「染みになってますね？」

        クロッチ部分の、真ん中のあたりだけ紫色が濃くなっている。

        胸をいじられただけで絶頂してしまったくらいなのだ。愛液が外にあふれ出ているのはむしろ当然ともいえる。

        「……仕方ない、じゃない」

        渚は開き直ってそっぽを向いた。

        内股をもじもじと動かして、そこが焦れていることをアピールする。

        「そうですね、仕方ない」

        渚が開き直ったのが面白かったのか、心愛はほがらかに笑った。それから、渚のショーツの両端をつまんで引き下げ、中途半端に脱げていたＧパンと一緒に、足から抜けさせた。

        「んん……」

        華奢な両手に太ももを押し上げられる。明らかに濡れているそこを見られるのは恥ずかしかったが、それよりも「さわってほしい」という欲求のほうが強かった。

        「わぁ……すごい、とろとろ」

        心愛は渚の内股を両手で軽く押さえて、その中心をのぞき込んだ。あふれ出ている蜜を前にしてごくっと喉を鳴らす。

        「ちっちゃな豆粒がヒクッ、ヒクッて小刻みに動いてます。……私に見られて、興奮してるってこと？」

        心愛がかわいらしく首を傾げる。

        きっと彼女の言うとおりなのだと思うけれど、「はい、そうです」とは素直に認められなかった。

        「わ、わからない……っぁ、あっ」

        細い指先が肉粒をツンッと押した。ほんの少しつつかれただけなのに、彼女の指先から快感を生むなにかが分泌されているのではないかと、そんなおかしなことを考えてしまうほど気持ちがよい。

        「つついたら、ぷくってふくれた気がします。かわいい……」

        今度は指の腹を使って、心愛は渚の淫核をフニフニと押す。

        「んぁっ、んっ……はぅう、うっ……！」

        柔らかな指に押されるたびに体が跳ねた。そうしようと思ってしているわけではない。体が、快楽に対して過剰に反応してしまうのだ。

        心愛はもだえる渚を注視しながら、指先を蜜口のほうへと向かわせた。

        ぬるついた小さな穴に人差し指をツプッと潜り込ませる。

        「ひぁああっ！」

        「イヤでした？」

        心愛が気遣わしげな視線を寄越してくる。

        「や、ゃじゃ……ない、けど……っ。ん、んぁぅっ」

        よかった、と小さな声でつぶやいて、心愛はふたたび渚の秘所を見つめる。

        「高藤さんはちくびだけでこんなにヌルヌルになっちゃうんですね……」

        彼女の指が潤みきった隘路の浅いところをくちゅくちゅとくすぐり、そしてまた花芽のほうへと戻ってくる。

        「あふっ……う、うぅっ……！」

        「こうやって蜜を塗り込めると、気持ちいいですよね」

        「ん、ふぅっ……あ、だめ……早くしちゃ、あぁ、あっ」

        ぬるついた指で素早く陰核をこすられる。先ほど達してしまってばかりでそこはまだ敏感だ。このままではまた、たやすく絶頂してしまう。

        「ふふ……わかりました。ちょっと焦らしちゃいます」

        小悪魔的な笑みになって、心愛は肉粒をこするのをやめた。蜜のあふれ口へと指を再挿入する。

        ぐちゅちゅっ、と大きな水音がしたのは、心愛が渚のなかに沈めた指を激しく前後に動かしたせい。

        「ひゃうっ、うぁっ……あぁ、んぁあっ！」

        心愛の片手が乳房のほうへと伸びてくる。薄桃色の先端は触れられずともしっかり勃ち上がっていた。指先でツンッと弾かれるだけで、脳天に突き抜けるほどの快感に襲われる。

        「やぁっ、同時にいじっちゃ……や、ぁあん、ぁんっ……!!」

        「でも、こうして一緒にするほうが……イイでしょ？」

        「はぅうっ！」

        乳頭をつままれ、蜜奥を指でかき混ぜられ、陰核を親指で押しつぶされる。

        気持ちがよすぎて、なにも考えられなくなる。

        「高藤さんの喘いでる顔、好きです……。あっ、笑ってる顔も、もちろん好きですよ？　でも……この表情かおは、私だけのものだから」

        いささか恥ずかしそうにそう言って、心愛は盛んに指を動かす。

        「――っ」

        独占じみた発言をされると、胸の奥がきゅんっと甘く疼く。それと同時に、下半身も歓びをあらわにする。

        「高藤さんのなか……キュッてなりました」

        「んっ……んん。……う、嬉しい……から、そうなるの」

        渚は視線をさまよわせながら言った。彼女を見習って、少しは自分の気持ちを素直に伝えなければと思った。

        「……！　高藤さんっ……。もぅっ、かわいいんだから……！　食べちゃいますっ」

        そう言うなり心愛は大きく口を開けて、渚の脚の付け根に顔をうずめた。

        「ひゃっ!?」

        突然のことに驚くいとまもなく、心愛の生温かい舌に花核を舐め上げられる。

        「ふぁああっ！　ぁうっ、あふっ……！」

        心愛の両手がふたつの乳頭をとらえる。くにくにと揺らしながら天井へ向かって引っ張り上げられる。

        「ん、ゃぁっ、あぁっ……！」

        ちゅうっ、というのは彼女が花芽を吸い上げる音。先ほどの心愛の発言どおり、そこを彼女に食べられている。

        「だめ、だめぇっ……あぁ、きもちぃ……ん、はうぅぅっ」

        舌が蛇行して淫芽をくすぐる。乳頭を引っ張り上げる指先にも力を込められた。

        「あぁあ、だめっ、イっちゃう……うぅ、あぁあああ――っ!!」

        渚の体が弓なりに反り、ビクン、ビクンッと何度も脈打った。

        心愛はそっと顔を上げ、とろけきった表情の渚を見下ろす。

        「イッたときの顔も、やっぱり好き……」

        酩酊したような、うっとりとした表情の彼女が近づいてくる。

        「ふ、ぅっ……」

        穏やかに唇が重なる。くちづけを交わすことで心愛へのいとしさがいっそうふくれ上がるのはなぜだろう。

        渚は心愛の背に腕をまわし、ぎゅうっと抱きしめる。そうすることで彼女の腰が細いのがよくわかった。

        心愛のなめらかな肌をそっと撫で上げる。

        「ンン」

        うめき声を漏らして心愛は唇を離す。興奮したようすで、胸を大きく上下させながら息をしている。それから、丈の短いスカートをショーツごとするすると下へずらしていった。

        「私のココも……もう、ヌルヌルです」

        そう打ち明けながら脚を広げ、秘所を見せつけてくる。

        渚は身を起こして彼女の秘園に視線を据えた。茂みは浅く、秘裂は濡れて煌いている。

        （……さわりたい）

        明確に、強くそう思った。自然と右手がそこへ向かう。吸い込まれていくようだった。

        「ぁっ……！」

        濡れた蜜口にさわると、思いのほか指が奥のほうへと沈んでしまい、あせる。

        「ごめんっ……！」

        とっさに謝って手を引っ込めると、心愛は「えっ？」と声を裏返らせた。

        「やめちゃうんですか？」

        潤んだ瞳で、ものほしそうに訊かれれば、首をぶんぶんと横に振って否定したくなる。

        「やっ、やめない」

        心愛にはいつも気持ちよくしてもらってばかりなのだ。少しでも彼女を悦ばせたい。そうは思うものの、他人の秘所をまさぐることには不慣れだ。

        （慎重に……ようすを見ながら……）

        手のひらを上に向けて、挿し込みやすいようにして中指を秘口にあてがう。

        「ぁんっ……」

        ほんの少し触れただけでも心愛はかわいらしく啼く。

        彼女の嬌声は耳に心地よく響くが、同時に緊張した。うまくできる自信がないし、痛いから嫌だと言われたらもう立ち直れない。

        （私ってホント、気が小さい）

        どきどきしながら、ゆっくりと指を奥へ進める。

        「ぁ、あっ……！」

        心愛が眉根を寄せるので、渚は不安になる。

        「へ、平気？　もしかして……痛い？」

        すると心愛は何度も首を横に振った。

        「痛くなんかないです。高藤さんの指が、きもちよくて……。そこに指を入れてもらってるのが嬉しくて、声が出ちゃうんです……っ」

        「……っ、そ、そう……」

        渚は頬を赤くしたあと、「すう、はあ」と息を整えてふたたび指を動かした。

        （自分のなかに入れるのとは、指の感触がぜんぜん違う）

        膣壁の指ざわりに個人差などあるのだろうかと疑問には思うが、自分のものとは異なっているような気がした。

        （あたたかくて、ふにふにしてて……気持ちいい）

        挿し入れているのは指だというのに、彼女のなかに自分の性感帯をうずめているような錯覚に陥る。

        「ふぅ、うぅん……っ！」

        中指の根もとまですっぽりとおさめきると、心愛は嬉しそうに口の端を上げた。

        「高藤さんの指が、入ってる……。私のなかに、ぜんぶ」

        「うん……」

        　あらためてそう言われると、それだけで性感を刺激される。絶頂したばかりだというのに、またしても蜜奥が潤んでくる。

        渚は緩慢に指を前後させる。

        （柚木さんの――絡みついてくる）

        湿潤なあわいは指をあらゆる方向から包み込んでくる。

        心愛は「ん、んぅ」と小さく喘ぎながら眉間にしわを寄せた。

        「焦らしちゃ、イヤです……」

        「え――」

        そんなつもりはないのだが、慎重になりすぎているせいで、彼女はそう誤解したらしい。

        「もっと……もっと激しく、出し入れしてください……お願い、します」

        渚は心愛の目を見ながらうなずいて、言われるまま、駆り立てられるように指を突き動かした。

        「――っぁ、ああぁっ！」

        心愛の体が跳ね上がって、美乳がふるっと揺れて情欲を誘う。

        「こんなにしたら……痛く、ない？」

        中指で彼女のなかをかきまぜながら問う。

        「へいき、です……っ。きもちぃ、から……ぁあ、んぁぁぅっ！」

        ぐちゅっ、ぬちゅっという水音とともに彼女の愛液が外に飛び散った。隘路の入り口ぎりぎりのところまで指を戻したせいだ。意図してそうしたわけではなく、手もとが狂ってそうなったのだが、心愛は気持ちがよかったらしい。

        「それ、イイです……っ、もっと、して……！」

        息を荒げながら心愛が懇願してくる。

        渚はふたたびこくっと首を縦に振り、狭道の浅いところと奥まったところを大きなスパンでかき乱した。

        「ふゎっ、あぁあ……！　イイ……ッ、あぁんっ……!!」

        すっかり快楽のとりこになっているらしい心愛は、黒い髪の毛が乱れるのもかまわず身もだえして、乳房や腰を煽情的に揺らす。その官能的な姿に、つい魅入ってしまう。

        「コッチも、いじってくださいっ……はやくぅ……っ！」

        心愛はみずからの手で乳頭と淫核を指し示した。

        （いっぺんにさわるのなんて……できるかな）

        彼女のようにうまくはできないかもしれないが、とにかくやってみることにした渚は心愛の尖った乳首を左手の親指と中指でつまんだ。

        「はぅんっ！」

        小さな豆粒のほうは、親指をあてがうことでなんとかして刺激する。

        「はぁ、あぁぁっ……高藤さぁんっ……！」

        心愛の息遣いがますます荒くなり、まるで全力疾走したあとのようになっている。

        （私の指で、柚木さんが興奮してる）

        そう思うと身も心も歓喜した。歓びが、蜜処への熱と疼きにつながる。

        心愛の両脚がカクカクと震えはじめる。絶頂が近いのだとわかり、渚は両手の指先をひたすら動かして彼女を愛でた。

        「あぁぁあ、あぁ――……ッ!!」

        心愛が仰け反り、肢体をビクンッ、ビクンッと激しく痙攣させる。うしろに両手をつき、口を半開きにして「んん」とうなったあと、

        「まだ、足りないです」

        心愛は必死の形相で言葉を継ぐ。

        「もっと、高藤さんを感じたい」

        彼女の瞳に映る自分は、驚きながらも悦びに満ちた顔をしていた。

        「私も……」

        すると心愛は渚の腰に腕をまわした。片脚を渚の太ももの下に滑り込ませて脚をクロスさせる。互いの秘所を突き合わせる恰好になった。

        「ぁ、っ……！」

        小さな豆粒同士を触れ合わせるのはなかなか難しいと思うのだが、心愛がぐいぐいとそこを押しつけてくるので、ふたつの陰核はたやすくぶつかる。

        指で触れられるのにくらべればささやかな刺激だ。しかし、その箇所が生む快感を知っているものだから、互いの核をこすりつけ合うことでいっそう快感が高まる。

        「ひぁあ、あっ……！　気持ちいい、うぅっ……ぁあ、んっ」

        「私も、ですっ……高藤さん……っ！」

        快感に追い打ちをかけるように、心愛が乳頭をつまんでくる。

        「アァッ……!!」

        渚は大きな嬌声を上げながらも、心愛の乳房の先端をふたつとも指でとらえた。されるばかりでは嫌だと思った。

        「んぁっ……はぁ、んっ……！」

        腰を揺らして、乳首をつまんで。

        快感と情愛に溺れて、ふたりは同時に恍惚境を味わうべく互いを高め合った。

        


        　

        　

    

    
        終章　秘密の遊び

        　

        「お疲れ様でした」

        土曜日の夕方、渚と心愛はパートの歯科衛生士や助手、院長の由紀子を笑顔で見送った。

        渚はクリニックの玄関へ向かい、ガラス扉に吸盤で吊り下げられている札をひっくり返して『診療時間外』にしたあと、ロールカーテンを床までしっかりと引き下ろした。

        診察室のロールカーテンも、外から見えないように窓枠ぎりぎりまで下ろして、屋内を隠す。

        「心愛、ぜんぶ終わった？」

        「はい、終わりました。渚さんも？」

        渚は「うん」と答えて、心愛に診察台に寝転がるよううながした。

        「はーい、お口を開けてください」

        心愛は素直に口を開ける。渚はスケーラーで心愛の歯を清めていく。

        「なぎしゃしゃん。おっぱい、あたってまふ」

        心愛が口を開けたままたどたどしく話しかけてきた。

        「んん……？」

        渚は生返事をして、かまわずスケーリングを続ける。

        心愛は不満そうに眉根を寄せたが、口を閉じて抵抗を示すようなことはしなかった。

        「――はい、おしまい。よく頑張りました。でも、歯科助手になったからには正しいブラッシングを心がけてね？」

        「はーい……。ありがとうございました、渚さん」

        心愛は診察台に寝転んだまま、起き上がろうとしなかった。上目遣いで見つめてくる。

        「……なぁに？」

        彼女がなにを望んでいるのか、わかっていながらそう尋ねるのは意地悪かもしれない。それでも、心愛に言わせたかった。

        心愛は白衣のスカートをもじもじと動かしながら言う。

        「エッチな問診、してくださいっ……！」

        じれったそうに胸に手を当てて哀願する彼女を見て渚は高揚する。

        求められている悦びと、心愛の体をまさぐりたいという肉欲が、ないまぜになって感情が昂る。

        「もう……かわいいんだから」

        渚は破顔して、診察台に寝そべる心愛の白衣のボタンをひとつひとつ外していく。まだなにもしていないというのに、心愛の息遣いは荒かった。

        「今日……フロントホックなんだ？」

        心愛の紫色のブラジャーは胸の中央にホックがついているタイプのものだった。わざわざ背中に腕をまわさずとも下着をゆるませることができるので、手軽だ。

        「ぁう、ん……」

        谷間のホックをプチンッと弾くと、心愛は目を細めて小さく喘いだ。ブラジャーを左右に避ければ、真っ白なふくらみが顔を出す。

        「渚さんも……おっぱい出して。さっきグイグイ押しつけてきたでしょ。私、もう……渚さんのおっぱいを見たくてたまらないっ……」

        柔らかな双乳をゆらゆらと揺らしながらそんなことを言われては、こちらだってたまらなくなる。

        渚は「んん」とうなるような返事をして、ナース服のボタンを手際よく外していった。ブラジャーを胸の上までめくって、心愛の要望どおり乳房をさらす。

        ふたりとも、ナース服の胸もとだけあらわになっている状態なのが、なんとも卑猥だ。

        「……今日は、どうされましたか？」

        実際に問診をするときのように心愛に尋ねる。

        「むらむら、するので……めちゃくちゃに、してください……っ!!」

        心愛が大きく息を吐く。素直に欲望を口にした彼女を見て渚は口もとをゆるめた。

        そわそわとして落ち着かないようすの心愛の顔に、真正面から乳房を押しつけるようにして覆いかぶさって身をかがめ、彼女の胸をつかみ乳頭をレロリと舐め上げる。

        「ふわぁぁあぁっ！」

        いささかくぐもった喘ぎ声だった。渚が心愛の顔に乳房を押しつけているせいだ。

        「ちょっと舐めただけなのに、大げさじゃない？」

        渚が言うと、心愛はぷぅっと頬をふくらませた。そうして、「仕返し」と言わんばかりに渚の乳房をつかんでその先端をペロッと舐めたどる。

        「ひぁあっ！」

        思いがけず乳首を舐められた渚が大きな嬌声を上げると、心愛は「渚さんだって」と嬉しそうに言いながら赤い舌をちろちろと小刻みに動かした。

        「ん、んも、ぅ……っ」

        胸のいただきで小さく動く舌の心地よさに酔いしれつつ、口を大きく開けて心愛の尖りきった乳頭を薄桃色の乳輪ごとパクッと食んで、少しざらついたいただきを舌でなぶる。

        「はふっ、ぁううっ……！」

        心愛は喘ぎながらも、舌を動かすのをやめない。渚も、懸命に心愛のかわいらしい薄桃色の棘を舐めしゃぶる。

        ほどこす歓びと、ほどこされる快感で衝動的になって、舌の動きがどんどん速くなる。

        「んむっ、んん……ふっ……！」

        互いにくぐもった嬌声を漏らし、それぞれの乳頭を夢中で貪る。

        どれだけの時間、そうしていたことだろう。

        渚はちゅっぱっとひときわ大きな水音を立てて体を起こした。

        大きく息を吐き出しながら、診察台の脇に備えつけられている機具のひとつを手に取る。

        「エア当てますね」

        慇懃いんぎんにそう言って、渚は心愛の濡れた乳頭にシュッと風を送った。

        「ひゃぁあっ！」

        心愛の四肢がビクビクッと跳ね上がり、胸が大きく上下する。快感にもだえる彼女を眺めるのはとても愉しい。

        硬くしこった心愛の薄桃色に、シュッ……シュッ……と断続的に風を吹きかける。

        「あっ……あぁっ……んっ、んふぅっ」

        「気持ちいい？」

        彼女の反応を見ていれば容易にわかることだが、あえて訊いた。

        「き、気持ちよくて――へん、にっ……なっちゃうぅっ……！」

        渚は愉悦まじりの笑みを浮かべて、乾いているほうの乳首を指先でつまむ。

        「ぁふっ、ぅうん……ッ」

        そこに触れられるのを待ち望んでいたらしく、心愛は口角を上げて悦んだ。

        彼女が「触れてもらいたい」と思っているのはそこだけではない。心愛はナース服のスカートを波打たせて、脚の付け根への愛撫を催促してくる。

        「……そっちも？　心愛は欲張りだね」

        渚は機具をもとの場所に戻して、その手で心愛の白いスカートを引き上げた。

        紫色は性欲を刺激する、あるいは欲求不満の表れだと聞いたことがある。きっとどちらも正しいと渚は思った。

        紫色のショーツの端に指を引っ掛けて、するするとずらしていく。ショーツは丸まりながら足先のほうへと動いた。心愛の秘所はあっという間に無防備になる。

        淫毛を指に絡ませてもてあそぶと、心愛は「あぁ、はんっ」と短く喘いで体をもだえさせた。

        そうしてさんざん柔毛をなぶり、恥丘をさすってから、秘裂のほうへと食指を伸ばす。

        割れ目の部分を、つかず離れずの加減でたどる。軽く撫でただけでも指先が湿った。

        「今日もいっぱいあふれさせてるね……？」

        指摘すると、心愛は「だって」と前置きしてから言いわけを並べはじめた。

        「渚さんが、こちょこちょって……じれったく指を動かすから……っ、だからぁっ……！」

        必死になっている心愛はじつに愛らしい。

        「そうだね、ごめん」

        謝ると、心愛は唇を尖らせて「早くさわって」とねだってきた。

        「うん――」

        濡れそぼった陰唇を指で割り、溝を一掃するように花芽のまわりを人差し指でぐるりとまわる。

        「ぁっ、あぁん……！」

        花核には決して触れず、濡溝ばかりを徹底的に指でこする。

        「ぁ、っやぁっ……もぉ――ぅ、んぁっ」

        心愛はこちらがさわりやすいようにするためか、腰を浮かせて脚を大きく左右に開いた。足もとまでずらしていた紫色のショーツはいつの間にか床タイルの上に落ちていた。

        「そこ、ばっかりじゃなくて……もっとぉっ！」

        心愛の小さな肉粒がヒクヒクとうごめいている。よほど焦れているものと思われる。

        あまりおあずけを長引かせては嫌われてしまうかもしれないので、このあたりで淫核をいじることにする。

        蜜口からとめどなくあふれてくる淫液を指で掬い、そのまま花芯へと直行する。

        トロトロの蜜を淫らな豆粒に塗り込めると、心愛は満足そうに「はぁんっ」と喘いだ。

        心愛の、いきり立ったままの乳頭を指で押しなぶりながら、人差し指で花芽をこすり立てる。

        「ぁふっ、あぁんっ……！　ぁ、あっ、あぁっ……！」

        心愛の腰がくねくねと揺れ動く。膝が立ってくれば、それは絶頂が近いという合図だ。

        焦らそうか、このまま絶頂させようかと迷う。悩んでいるあいだに指の動きがおろそかになって、結局は彼女を焦らすことになる。

        「あ、あっ……イきそぅ……っ、あぁああぁああ――っ!!」

        意図せず心愛が絶頂してしまう。

        （もっと焦らしたかった）

        心愛がもどかしそうにしているさまを見るのは性的に興奮する。自分にそういう嗜好があるのだと知ったのはごく最近のことだ。

        心愛はいつも、一度絶頂したくらいではおさまらない。

        肉粒を緩慢に撫でてやれば、喘いでよがって、瞳に涙をにじませて哀願してくる。

        「ふあ、あぁっ……渚さん、舐めて……ペロペロって……！」

        「ふふっ、ペロペロって？」

        尋ね返すと、心愛はこくこくと何度も首を縦に振った。

        渚はクスッと笑って診察台をまわり込み、膝を折って心愛の脚の付け根に顔を近づける。

        彼女の膣口はいつ見ても蜜をあふれさせているような気がする。そういう状態のときしか、そこを目にしたことがない。

        「心愛のココはいつも美味しそうにとろけてる」

        そう言いながら蜜口のすぐ下を指でトントンッとノックすると、心愛は心地よさそうに「はふっ」と吐息混じりに喘いだ。

        渚はべえっと舌を出して、ためらいなく心愛の秘所を一舐めする。

        「ひゃぅっ……！」

        高らかに啼いて、心愛は両脚を小刻みに震わせる。震えながら、渚の舌がふたたびそこに這うのを待つ。

        渚は心愛の両脚を軽く押さえて、蜜のあふれ口に舌を突っ込んだ。浅いところを舌先でくちゅくちゅとまさぐる。

        「あぅっ、はぁっ……ン、ンンッ」

        舌を尖らせて濡襞をこちょこちょとくすぐると心愛は大いに悦ぶ。

        「ふあぁっ、それ……イイ……イイのぉっ……！」

        「んん」

        なにをどうすれば彼女が悦ぶのかすでによくわかっている。内側を刺激したあとは、すぐ上にある珠玉をつつけばいい。

        渚はぽってりとふくらんだ淫芽を舌で控えめにツン、ツンッと二回つついた。そうしてご機嫌うかがいをしてから、舌を豆粒に押しつけて左右に蛇行させてなぶる。

        「アッ、ァッ……あぁ、ぁんっ！」

        上半身が揺れ動きはじめたら、乳房をつかむ頃合いだ。ふにふにと揺れる双乳をわしづかみにして、その先端を指先でひっきりなしに弾く。そのあいだ、舌を休めてしまわないよういつも気をつけている。

        （たくさん、気持ちよくなってもらいたい……）

        やるからには結果を残したい、というわけではないが、「もう、渚さんなしではいられない！」と思ってもらえれば本望だ。

        渚は顔の角度を変えながら舌で陰核をつついては「ちゅっ」とわざとらしく水音を立てて吸い上げた。

        「きゃっ！　す、吸っちゃやだぁっ……！」

        いやよいやよも好きのうち。渚はかまわず舌の奉仕を続ける。

        「やだって、言ってるのにぃ……っ!!　また、イッちゃう……ぁ、ぁんっ、あぁあんっ！」

        心愛の下肢がビクビクと打ち震える。

        （軽く……イッた？）

        心愛の体は蜜戯を重ねるたびに絶頂しやすくなっている。好ましいことだ。

        渚は顔を上げて、とろけきった蜜壷に中指を挿し入れた。

        「ンァッ……」

        肉壁は多分に潤んでいる。渚の中指を――異物を――外へ押し出そうとしているのか、力を入れて進ませなければ押し負けてしまいそうだった。

        中指の付け根までおさめきると、渚は大胆な抽送をはじめる。

        「はふっ、うっ……ぅっ、あぁっ！」

        よく濡れているから、痛みはまったくないと思う。心愛は濡れやすい体質のようだ。

        「とてもいい具合ですね、柚木さん」

        以前のように苗字で呼びかけてみると、心愛は眉根を寄せてキッとこちらをにらみつけてきた。いまさら苗字で呼ばれるのは嫌らしい。

        「ごめん、ごめん」

        笑いながら謝って、抽送を早める。奥へ、奥へと突き込んで、心愛の肉壷を刺激する。

        「ひぁあっ、あぁっ……！」

        「……私の指がもっと長かったらな」

        そうしたら、彼女の最奥をつついてよがらせることができるのに。

        しかし心愛はぶんぶんと首を横に振る。

        「じゅうぶん、きもち、ぃ……ンンッ、ンンンッ!!」

        「そう……？」

        彼女のなかをぐるぐるとかきまわし、ようすをうかがう。心愛はふたたび、泣き叫ぶように「気持ちいい」と言った。渚はそれだけで嬉しくなる。

        媚壁を押し広げながら入り口付近まで指を戻し、カクッと折り曲げて恥骨の裏側あたりに指先をあてがう。

        「あっ」

        なにをされるのかすぐに気がついて、心愛はわずかに身を起こした。

        「な、渚さんっ……」

        「……嫌？」

        「ゃ、じゃ……ない。……シて」

        渚はおもむろにうなずいて、彼女のなかを一定のリズムでこする。

        「ううう……ん、んぁあ……っ」

        心愛の手足の指先に力がこもりはじめた。

        （そろそろかな……？）

        ほんの少しだけ、リズムを早める。

        「あぁあ、あ……もぅ、だめ……ふゎああ、あっ――……!!」

        心愛の体が突っ張って、陰唇から半透明の液体が勢いよくビュク、ビュクッと飛び出した。心愛の淫液が床タイルの上に散乱する。

        渚はそれをしげしげと見つめる。

        「あぁ、もう……ダメじゃない」

        そうさせたのは自分だというのに、ひどい言いようだ。

        それでも、心愛は渚を責めはしない。

        「あとで、ちゃんと掃除します……。だから、もっとさわって……それに、私もさわりたいよ、渚さんっ……！」

        息を荒げながら心愛は診察台を下りて渚にしがみつく。

        ああ、本当に――なんてかわいらしいのだろう。

        渚は心愛をしっかりと抱きとめて、素肌に腕をまわして彼女の温もりに感じ入った。

        温かく柔らかで小さな彼女が、愛しくてたまらない。

        心愛の細い首すじを撫でてあごをつかみ、顔を上向けさせる。心愛は自分よりも身長が低いので、彼女が背伸びをするか、こちらが少し身をかがめなければ唇を合わせることができない。

        渚は身をかがめて、心愛は背伸びをして、ふたりは互いを求め合ってキスをする。

        はじめは触れるだけのそれなのだが、どうしても激しくなってしまう。求め合うがゆえのことだ。

        舌を絡ませて、胸をまさぐり合い、互いの薄桃色をつまんでひねる。

        「んふぅ、うっ……」

        心愛の唇が滑り、耳の下へと移動した。そこを、ちゅうっと強く吸い上げられる。

        「渚さんは私だけのものだから……」

        「じゃあ、私も」

        白い首すじをつかんで、きつく吸い立てればキスマークがつく。白衣の襟では隠れない、目立つ位置だったが、心愛は嬉しそうに赤い印を手のひらでさすった。

        「渚さん……」

        心愛が胸を揉みしだいてくる。

        「んん……？」

        「はぁ……こうして、ずっと渚さんのおっぱいを揉んでいたい」

        「なに、それ」

        「だって、手ざわりがすごくいいんだもん」

        「……心愛だって」

        彼女のむき出しの乳房を下から持ち上げるようにしてぎゅっとつかむ。

        「ぁんっ……」

        乳房を揉んで、揉まれて。それだけで下半身が潤んでくる。心愛もきっと同じだと思う。

        「ねぇ……今度は渚さんが診察台に座って」

        「うん……」

        倒れるように診察台に座ると、心愛の両手に脚を開かされた。

        「やっぱり、染みになってる。……ううん、染みどころじゃない。びしょびしょだよ、渚さん」

        「ぁっ……」

        湿りきった白いショーツのクロッチ部分を、心愛の細い指がツンツンとつついて円を描く。

        「はぁ、あ……ッ」

        心愛は焦らし上手だ。絶妙な加減で、ショーツ越しに陰唇を刺激してくる。

        「ちゃんとさわって……心愛」

        「はぁい」

        間延びした返事をして、心愛は濡れたショーツの端を持ち上げて、なかの陰核と膣口を指先でくすぐる。

        「ぁっ、ん……んんっ……」

        表面を軽く撫でられただけでも達してしまいそうになる。心愛を愛撫しているあいだに興奮が高まっていたからだ。

        彼女の指先が肉粒と蜜口を緩慢に行ったり来たりする。じれったい。

        「渚さんも、脱いじゃいましょ？」

        下着の端から指を入れるのでは物足りなくなったらしく、心愛は渚のショーツを脱がせて秘めるべき箇所を蛍光灯の下にさらした。

        さらけ出た秘所を、明るいところでまじまじと見られるのには、なかなか慣れない。心愛は、そうして凝視されるほうがより興奮すると言っていたが、恥ずかしいという気持ちのほうがまだ勝る。

        「ほっぺが赤くなってますよ、渚さん」

        「だって……やっぱり、恥ずかしいから」

        「さっきは私のを舐めてたくせに」

        「それとこれとは別」

        「そうなんですか？」

        「ふふっ」と笑って心愛が陰唇にくちづける。突然のことに、渚は「ひゃっ！」と悲鳴を上げた。

        「唾液で湿らせなくてもいいくらい濡れてるのは、私としても嬉しいです」

        心愛は満足げにそう言った。渚は小さな声で「そうですか」と返す。彼女ほど濡れやすくはないと自覚している。

        「でも、もっとぐちゃぐちゃにしたい……」

        宣言して、心愛が口を開ける。

        「んぁうっ！」

        肉粒を食まれ、じゅ、じゅっとリズミカルに吸い上げられる。そんなふうにずっとリズムを刻まれれば、きっとたやすく絶頂する。

        「んん、おいしぃ……」

        濡れた淫核に息を吹きかけられる。それから心愛は、そのすぐ下にある小さな口に指を沈ませた。

        「あっ……!?」

        舌戯がもっと続くものだと思っていたから、不意打ちだ。

        「なっ、なにするの」

        「なにって……渚さんがしてくれたのと、同じこと――です」

        「……！　だ、だめ」

        「だめはナシですっ。だって私、渚さんが潮を吹くところを見たい」

        心愛の指の動きが妖しさを増す。

        「やっ、やぁっ……！」

        自分がほどこされる身になってはじめて、診察台の上でそうされることがどれだけ感情を昂らせるのかわかった。

        背徳感に襲われ、同時に快感が爆発的にふくれ上がる。

        「遠慮なくイッてください……渚さんっ……！」

        恥骨の裏側を執拗にこすられ、ふくらみきった豆粒をこねまわされる。

        「あぁあ、やぁああっ――!!」

        絶叫とともに、自分のなかからなにかが噴き出した。その液体の半分ほどは床に散り、残りは心愛の顔にかかってしまった。

        「あ……ご、ごめん」

        彼女を穢してしまったように思えた。しかし、愉悦のような感情も湧き起こってしまい、そんな自分自身に戸惑う。

        「……謝らないでください。嬉しいんだから」

        心愛は舌なめずりをして、渚の淫液を口にした。

        きゅんっと胸の奥が締めつけられる。

        「心愛……っ！　大好き――っ、愛してる」

        渚はガバッと身を起こし、心愛の体をかき抱いた。

        「ゃっ、ずるい。いつだって私が先に言いたいのに」

        「言って……いっぱい聞かせて。何度でも、聞きたい」

        息を吸い込めば、彼女の甘い香りが鼻をくすぐる。

        「愛しています、渚さん。これからも、ずっと一緒にいてください――」

        心愛の両腕が渚の背中にまわり、なまめかしく動く。

        こうして、白衣の天使たちは人知れず淫らに絡み合う。

        　

        　

        　

        おわり

        


        　

        この作品はフィクションです。実在の人物・団体・事件などにはいっさい関係ありません。

        本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページに転載することを禁止します。

        本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

        また有償・無償にかかわらず、本作品を第三者に譲渡することはできません。
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